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Ccoreqa) 


本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。 


•記号について 


厂 

_ 


人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 


び 

注意 


操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 

\ 

■ 

メモ 


補足事項や、参考となる情報を説明しています。 

J 


•表記について 


厂 

本商品 

CG-WL 巳 ARGMH を示します。 

「」-「」-「」 

r J で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 

[] 

V 

[] で囲んである文字は画面上のポタンを示します。 

例： 1 . sk. 1 — [0K] 


•正式名称について 


本書で使用しているソフトウェア名の正式名称は以下のとおりです。 


〈 Windows 〉 

Windows.Microsoft® Windows® Operating system 

Windows XP.Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system および 

Microsoft® Windows® XP Professional operating system 

Windows 2000.Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 

Windows Me.Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 

Windows 98SE.Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 


•イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 
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こんなときにはこの設定 

この PART では、本商品をより便利に活用していただくための設定方法について説明します。これらはすべ 
てパソコンがすでにネットワークに接続済みの状態であることを前提とした説明となりますので、まだ接続 
していない場合は、付属の「らくらく導入ガイド」または本書の「パソコン、モデムと本商品を有線で接続 
する」 （ P .18) の手順を行ってからお読みください。 


設定画面を起動するには 


本商品の設定画面を使用するには Web ブラウザが必要です。また、設定時には本商品に接続されているパソ 
コンのうちの1台から設定作業を行い、 Web ブラウザには Internet Explorer 5.5 以降をご利用ください。 
その他の Web ブラウザでは、正常にセットアップが行えない場合があります。 

• パソコンの TCP/IP を設定する 

本商品の設定画面を起動するには、接続するパソコンのネットワークの設定が次のようになっている必要が 
あります。 


- TCP / IP の設定が IP 自動取得になっていること。 

-ネットワークアダプタが正常に動作していること。 

次の手順では、パソコンの TCP / IP の設定方法とネットワークアダプタの確認方法をご紹介します。また、こ 
の手順は LAN ケーブルを使って本商品とパソコンを接続する場合を例としています。 

•Windows XP の設定方法 


^1この作業は「コンピュータの管理者」または同等の権限をもつユーザ名でログオンして行って 
MJ ください。ユーザ権限については、 0 S の取扱説明書をご覧ください。 

■ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、「デバイスマネージャ」で確認し 
よ9 〇 


1「スタート」一「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。 

2 「ハードウエア」タブを押し、[デバイスマネージャ]を押します。 

3 「デバイスマネージャ」の「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 
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4 ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 



ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 


Tfl 「 X 」や「！」マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作していません。 
awl ネットワークアダプタの取扱説明書をご覧いただき、正常な状態にしてください。 


5「デバイスマネージャ」を閉じます。 


■ TCP / IP プロトコルを確認する 


1「スタート」一「コント□—ルパネル」を押します。 

2 「コント□—ルパネル」の「ネットワークとインターネット接続」を押します。「ネットワークとイン 
夕ーネット接続」が表示されていない場合は、画面左側の「カテゴリの表示に切り替える」を押して 
<ださい。 


3 「ネットワーク接続」を押します。 

4 「□—カルエリア接続」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。 


5 「全般」タブの「インターネットプ□トコル（TCP/IP)」にチェックが入っているか確認します。 



ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 

チェックマークが入っていることを確 
認します。 


6 「インターネットプロトコル（TCP/IP)」を選択し、[プ□パティ]を押します。 
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7 「全般」タブの 「IP アドレスを自動的に取得する」と 「DNS サーパーのアドレスを自動的に取得する」 
を選択し、[詳細設定]を押します。 


インタ'•ネ7トブ□トコル CTGP/IPKD ブ□パテ< r?|i>ci 



① この項目を選択します。 


② [詳細設定]を押します。 


8 「TCP/IP 詳細設定」画面の 「DNS」 タブを押し、「この接続のアドレスを DNS に登録する」のチェッ 
クを54します。 



①ここを押します。 


②この項目のチェックマークを外しま 
す。 


プロバイダからドメイン名も指定されている場合は、「以下の DNS サフィックスを順に追加す 
mi る」を選択し、[追加]を押して指定されたドメイン名を入力してください。 



① この項目を選択します。 


② [追加]を押して指定されたドメイン 
名を入力します。 
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9 「TCP/IP 詳細設定」画面の [OK] を押します。 

10「インターネットプロトコル (TCP/IP) のプロパティ」画面の [0K] を押します。 
11「□—カルエリア接続のプ□パティ」画面の [0K] を押します。 

12再起動を促すメッセージが表示された場合は再起動します。 

■jj メッセージが表示されなかった場合も手動で再起動してください。 

次に 「Web ブラウザの設定をする」 (P.16) にすすみます。 


•Windows 2000 で利用する 

この作業は 「 Administrator 」 または同等の権限を持つユーザ名でログインして行ってください。 
ユーザ権限については、 0 S の取扱説明書をご覧ください。 

■ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、「デバイスマネージャ」で確認し 
ます。 


び 


1デスクトップにある「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。 

2 「ハードウエア」タブを押し、[デバイスマネージャ]を押します。 

3 「デバイスマネージャ」の「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

4 ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 


ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、 

なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 



7 f | 「 X 」や「！」マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作していません。 
ネットワークアダプタの取扱説明書をお読みになり、正常な状態にしてください。 

5 「デバイスマネージャ」を閉じます。 
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■ TCP / IP プロトコルを確認する 


1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」を押します。 
2 「□—カルエリア接続」を右クリックし、「プ□パティ」を選択します。 



鬯指定さ狀接耪①ブロパティを表示 u * す。_ /A 


① 「口ーカルエリア接続」を右クリック 
します。 

② 「プロパティ」を選択します。 

※「口ーカルェリア接続」の名称はご使 
用のパソコンの環境により異なる場 
合があります。 


3 「インターネットプロトコル（TCP/IP)」が有効になっていることを確認します。 



ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 

チェックマークが入っていることを確 
認します。 


7^1「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」が一覧にない場合は、 「 TCP / IP をインストールする」 
_ ( P .11) をご覧ください。 


4 「インターネットプロトコル（TCP/IP)」を選択し、[プ□パティ]を押します。 

5 「IP アドレスを自動的に取得する」と 「DNS サーバーのアドレスを自動的に取得する」を選択し、[詳 
細設定]を押します。 



① この項目を選択します。 


② [詳細設定]を押します。 
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6 「TCP/IP 詳細設定」画面の 「DNS」 タブを選択し、「この接続のアドレスを DNS に登録する」のチェッ 
クを54します。 



①ここを押します c 


②この項目のチェックマークを外しま 
す。 


2 


プロバイダからドメイン名も指定されている場合、「以下の DNS サフィックスを順に追加する」 
を選択し、[追加]を押して指定されたドメイン名を入力してください。 


IP 設定 DNS | WINS | オプション | 
DNS サーバ-アド以(使用) ll)(N): 




追加⑻...」編案 ( p ... 」 'mm 


ブライマリおよ U 招皖再用の DNS サフィ!^スを适 HD すが£> 

離追加す碰 




以下の DNS ザラ;^戏順+ご追如¥1；'@〇- 


4 


この接続の DNS サフ初ス®: | 

r この接敵アドレスを DNS (:雖す娜 

r この掊銪の DNS サフィ妁ス5 DNS 登錄に使う (u> 


① この項目を選択します。 

② [追加]を押して指定されたドメイン 
名を入力します。 


7 「TCP/IP 詳細設定」画面の [0K] を押します。 

8 「インターネットプロトコル (TCP/IP) のプロパティ」画面の [0K] を押します。 

9 「□—カルエリア接続のプ□パティ」画面の [0K] を押します。 

10再起動を促すメッセージが表示された場合は再起動します。 

7^| メッセージが表示されなかった場合も手動で再起動してください。 

モ 


次に 「Web ブラウザの設定をする」 （P.16) にすすみます。 
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■ TCP / IP をインス!-ールする 

TCP/IP がインストールされていなかった場合は、次の手順でインストールしてください。 

1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」を押します。 

2 「□—カルエリア接続」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。 

3 「□—カルエリア接続のプ□パティ」の[インストール]を押します。 

4 「ネットワークコンポーネントの種類の選択」が表示されたら「プ□トコル」を選択し、[追加]を押 
し cK d 〇 


5 「ネットワークプロトコルの選択」が表示されたら「インターネットプロトコル（TCP/IP)」を選択し、 
[0K] を押します。 



① 「インターネットプロトコル （ TCP / 
IP )」 を選択します。 

② [0 K ] を押します。 


6 「□—カルエリア接続のプ□パティ」の「インターネットプロトコル（TCP/IP)」が有効になっている 

ことを確認し、 [0K] を押して画面を閉じます。 


7 再起動を促すメツセージが表示された場合は再起動します。 

7^] メッセージが表示されなかった場合も手動で再起動してください。 

S ' モ 


インストールが完了したら、 「TCP/IP プロトコルを確認する」の手順4 (P.9) からの設定を行ってくださ 
い。 
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•Windows Me/98SE で利用する 

■ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、「デバイスマネージャ」で確認し 
ます。 


1デスクトップの「マイコンピュータ」を右クリックし、「プ□パティ」を選択します。 

2 「デバイスマネージャ」タブを押し、表示されたハードウエアデバイスの一覧から「ネットワークアダ 
プタ」をダブルクリックします。 


3 ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 



こを押します。 


ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 


. 「 X 」や「！」マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作していませ 
mi ん。ネットワークアダプタの取扱説明書をお読みになり、正常な状態にしてください。 

•「 Microsoft 仮想プライべートネットワークアダプタ」、「ダイヤルアップアダプタ」などのア 
ダプタ名が表示されていることがありますが、これらは本商品で使用するネットワークアダ 
プタと関係ありません。 


■ TCP / IP プロトコルを確認する 

ここでは例として Windows Me を使用していますが、 Windows 98SE をご使用の場合も手順は同様です。 


1「スタート」一「設定」一「コントロールパネル」を押します。 

2 「コント□—ルパネル」の「ネットワーク」をダブルクリックします。 

7^1 Windows Me の場合、よく使うコントロールパネルのオプシヨンだけが表示されている場合は、 
Ml 「すべてのコントロールパネルのオプションを表示する。」を押すと、「ネットワーク」が表示さ 
れます。 
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3 「ネットワークの設定」タブの「現在のネットワークコンポーネント」欄に 「TCP/IP —>XXXXX (ネッ 
トワークアダプタ名)」が表示されていることを確認します。 



※画面は例です。 

• 「 TCP / IP -〉」の横に表示される名 
称は、ご使用になっているネット 
ワークアダプタのメーカ、機種に 
よって異なります。 

• ダイヤルアップアダプタがない場合 
は「インターネットプロトコル 
( TCP / IP )」、「 TCP / IP 」などと表示さ 
れる場合もあります。 


7^1 「 TCP/IP —>XXXXX (ネットワークアダプタ名）」が表示されていなかった場合は、 「 TCP / IP を 
穿 II インストールする」 （ P .15) をご覧ください。 


4 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧から 「TCP/IP —>XXXXX (ネットワークアダプタ名)」 
を選択し、[プ□パティ]を押します。 



① ご使用のネットワークアダプタ名が 
表示されているものを選択します。 

② [プロパティ] を押します。 


7^1 「 TCP/IP —>xxxxx (ネットワークアダプタ名）」が複数表示されている場合は、ご使用にな 
_るネットワークアダプタを選択します。 


13 

















































Qcoreqa) 


5 「 IP アドレス」タブの 「 IP アドレスを自動的に取得」を選択します。 



この項目を選択します 


Wj プロバイダからドメイン名も指定されている場合、 「 DNS 設定」タブの 「 DNS を使う」を選択 
し、「ドメインサフィックスの検索順」の欄に指定されたドメイン名を入力して[追加]を押し 
てください。 


パインド1 K 細設定丨 NetBIOS I DNS 設定|ゲ-トウェイ丨 WINS 設定| IP アドレス| 

C DNS を® b ない Q) 

pl f? DNS を使う (E>] - 

ホスト砂| ドメイン <©: 「 

DNS サーパーの検索 ■ - 


[ ■ ■ • I _獅⑻ 」 

則除 ( S ) | 

ドメインサフィッりスの検索胭 J - 

[corega.ne.ip ] [ 追加 ( D > 1. 

則除# j 


I キャンセ^ 


—① 「 DNS 設定」タブを押します。 

-② 「 DNS を使う」を選択します。 

—③ドメイン名を入力します。 

※画面は例です。実際にはプロバイダ 
から指定されたドメイン名を入力し 
1 てください。 

L ④[追加]を押します。 

—⑤ [ OK ] を押します。 


6 「 TCP / IP のプロパティ」画面の [0 K ] を押します。 

7 「ネットワーク」画面の [0 K ] を押します。 


7^1 Windows の OS 用ディスクを入れるようにダイアログが表示された場合は、 CD - ROM ドライブ 
メ％ (もしくはフロッピーディスクドライブ）に Windows の OS 用ディスクを揷入し、メッセージ 
にしたがって操作します。操作後、再起動を促すメッセージが表示されたら再起動します。 

次に 「 Web ブラウザの設定をする」 ( P .16) にすすみます。 
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Qcoreqa) 


■ TCP / IP をインス I -ールする 

TCP/IP がインストールされていなかった場合は、次の手順でインストールしてください。 

1「スタ_卜」一「設定」一「コントロ _ ルパネル」を押します。 

2 「コント□—ルパネル」の「ネットワーク」をダブルクリックします。 

3 「ネットワーク」の[追加]を押します。 

4 「ネットワークコンポーネントの種類の選択」で「プ□トコル」を選択し、[追加]を押します。 

5 「ネットワークプロトコルの選択」の「製造元」から 「Microsoft」 を選択し、「ネットワークプ□卜 
コル」の一覧から「TCP/IP」を選択して [0K] を押します。 



① 「 Microsoft 」 を選択します。 


②「 TCP / IP 」を選択します。 


③ [0 K ] を押します。 


6 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧に 「TCP/IP —>XXXXX (ネットワークアダプタ名)」 
が追加されていることを確かめます。 



※画面は例です。 

• 「 TCP / IP -〉」の横に表示される名 
称は、ご使用になっているネット 
ワークアダプタのメーカ、機種に 
よって異なります。 

• ダイヤルアップアダプタがない場合 
は「インターネットプロトコル 
( TCP / IP )」、「 TCP / IP 」などと表示さ 
れる場合もあります。 


7 [0K] を押して「ネットワーク」画面を閉じると、再起動を促すメッセージが表示されますので再起 
動します。 


7^1-メッセージが表示されなかった場合も手動で再起動してください。 

MJ • Windows の 0 S 用ディスクを入れるようにダイアログが表示された場合は、 CD - ROM ドライ 
ブ（もしくはフロッピーディスクドライブ）に Windows の 0 S 用ディスクを揷入し、メッ 
セージにしたがって操作します。操作後、再起動を促すメッセージが表示されたら再起動 
します。 


インストールが完了したら、 「TCP/IP プロトコルを確認する」の手順4 (P.13 〜）からの設定を行ってく 
ださい。 
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Qcoreqa) 


•Web ブラウザの設定をする 

本商品を利用できるように Web ブラウザの設定を行います。ここでは Internet Explorer 6.0 の場合の設 
定方法を例に説明しています。その他の Web ブラウザの場合は、 Web ブラウザのヘルプなどをご覧いただ 
き、設定してください。 

1 Internet Explorer を起動し、「ツール」一「インターネットオプション」を押します。 

2 「インターネットオプション」が表示されたら「接続」タブを押します。 

3 [ LAN の設定]を押します。 

4 「口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) の設定」の「設定を自動的に検出する」、「自動構成スクリプト 
を使用する」、 「 LAN にプロキシサーバーを使用する」の チェック マークを外します。 


この項目のチェックマークを外しま 
す。 


5 [0 K ] を押します。 

6 「インターネットオプション」の [0 K ] を押します。 
次に「パソコンと本商品を接続する」 （ P .17) にすすみます。 
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Qcoreqa) 


•パソコンと本商品を接続する 

■本商品を設置する場所について 

-本商品に同梱されている「安全にお使いいただくためにお読みください」をご覧いただき、使用時の注意 
などについてご確認ください。 

-本商品の側面にある通気口は、放熱のため塞がないでください。 

-本商品を安定させて設置する場所が見つからない場合は、付属のマグネットや壁掛け用ネジセットを本商 
品に取り付けることで、壁や 0 A 家具などの壁面に取り付けることができます。取り付け方法は、本商品 
に同梱されている「かんたんスタート」 （ CD - ROM ) をご覧ください。 

〈設置に適した場所〉 

-水平で落下の恐れがない場所（机の上など） 

-風通しのよい涼しい場所 

〈設置に適さない場所〉 

-直射日光が当たる場所 
-暖房器具の近くなど 
-高温多湿でホコリの多い場所 
-パソコンやモデムなど、発熱する機器の上 

■本商品の電源を入れるには 

〈本商品の電源の取り方〉 

本商品の電源は、たこ足配線などを避け、他の機器と別系統で取るようにしてください。必ず付属の専用 AC 
アダプタを使用し、 AC 100 V の電源コンセントに接続してください。それ以外の AC アダプタやコンセント 
を使用すると、発熱による発火や感電の恐れがあります。 

〈本商品の電源の入れ方/切り方〉 

本商品背面の DC ジャックに AC アダプタの DC プラグを接続し、電源プラグを電源コンセントに差し込む 
と電源が入ります。 AC アダプタの電源プラグを電源コンセントから抜くと電源が切れます。 


• AC アダプタの電源プラグを電源コンセントに差し込んだまま DC プラグを抜かないでくださ 
い。感電事故を引き起こす恐れがあります。 


^ • 本商品には電源スイッチがありません。電源プラグを電源コンセントに接続した時点で、電 

km] 源が入りますのでご注意ください。 
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Qcoreqa) 


■パソコン、モデムと本商品を有線で接続する 

有線接続をする場合や二台目以降のパソコンを設定する場合は、本商品とモデム•パソコンなど、ネットワー 
ク接続する機器を LAN ケーブルで接続します。 


Jp ] • 本商品とパソコンを接続する LAN ケーブルの長さは100 m 以内にしてください。 

Ml • 本商品とパソコンを接続する LAN ケーブルは、100 BASE - TX で接続する場合はカテゴリ5以 
上、 10 BASE - T で接続する場合はカテゴリ3以上の LAN ケーブルを使用してください。 

• 無線での接続方法は、付属の「らくらく導入ガイド」をご覧ください。 

1本商品、モデムまたは回線終端装置、パソコンなどネットワーク接続する機器の電源をすべて切るか、 
電源コンセントから抜いてください。 

2 本商品背面の LAN ポートに LAN ケーブルを接続します（①)。 

3 LAN ケーブルのもう一方をパソコンの LAN ポートに接続します（②)。 

4本商品背面の WAN ポートに付属の LAN ケーブルを接続します（③)。 

5 モデムまたは回線終端装置のネットワークポート (RJ -45) に LAN ケーブルのもう一方を接続します 

(④)。 

6 モデムまたは回線終端装置の電源を入れます。 

7 本商品背面の DC ジャックに専用 AC アダプタを接続します（⑤)。 

8 本商品の専用 AC アダプタをコンセントに接続し、本商品の電源を入れます（⑥）。本商品前面の 
Power、WAN、Wireless の各 LED が点灯していることを確認します。 

9 ) てソコンの電源を入れます。 

10本商品前面の、ケーブルを接続したポートの LAN LED が点灯していることを確認します。 


パソコン 



® AC アダプタ 

网 コンセント 
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Qcoreqa) 


•設定画面を起動する 

• 本商品を設定する場合には、本商品と設定用パソコンのみを接続して設定することをおすす 
めいたします。 

• 設定用パソコンでウイルス駆除ソフト、ファイアウォールソフトなどのセキュリティソフト 
が起動していると、本商品の設定に失敗することがあります。一時的にセキュリティソフト 
を停止させて本商品の設定を行い、設定作業が終了してから再度起動させてください。セキュ 
リティソフトの停止、起動の方法は、セキュリティソフトの取扱説明書をご覧ください。 

1本商品に接続したパソコンで 、 Internet Explorer を起動します。 

2 アドレス入力欄に「192.168.1.1」と入力し、キーボードの 「 Enter 」 キーを押します。 


アドレス迫） f ][192,16811] |碭 

L -「192.168.1.1」と入力します。 

^1ルータ機能が「無効」に設定されている場合は、変更した IP アドレスを入力します。 




3 ユーザ名とパスワードを入力する画面が表示されたら、ユーザ名の欄に 「 root 」 と入力し、[□グイン] 
を押します。 


ユ'~ザ名 ： root - 




バスワード： 



!□ クイン」 1 キャンセル 1 


(02000-2005 株式会社コレガ 


① 「 root 」 と入力します。 

② パスワードは空欄のままにします。 

③ [ログイン]を押します。 



. 工場出荷時の状態では、ユーザ名は 「 root 」 に設定されています。パスワードは設定されてい 
ません。 

.ユーザ名、パスワードは変更できます。詳しくは「本商品のログイン名（ユーザ名）、パスワー 
ドを変更したいときは」 （ P .31) をご覧ください。 


4設定画面が起動します。 
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Qcoreqa) 


無線 LAN セキュリテイを設定するには 


無線 LAN ではデータの通信に電波を利用しているため、電波が届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、 
不正侵入される恐れがあります。本商品では、これらの対策として次のようなセキュリティ機能を搭薩して 
います。 

•本商品で設定できるセキュリティ機能 

[ESSID (Extended Service Set IDentifier )] 

無線 LAN に接続する機器を識別するネットワークグループ名です。 SSID と呼ばれることもあります。同じ 
ESSID を持つ無線 LAN 機器同士でしか通信できないため、独自の ESSID を設定することにより、外部か 
ら不正侵入される危険が減少します。 


【ステルス AP 】 

本商品の ESSID を無線 LAN アダプタから見えなくすることにより、外部から不正侵入される危険が減少し 
ます。 


【アクセス制限】 

本商品に無線 LAN でアクセスすることができる無線 LAN アダプタを MAC アドレスで制限します。 PC デー 
タベースに MAC アドレスが登録されていない無線 LAN アダプタは本商品に接続できなくなります。 


【WEP (Wired Equivalent Privacy )] 

通信内容を暗号化し、通信内容の傍受を防ぐセキユ U ティ機能です。仮に通信データを傍受された場合でも、 
通信内容の復元を容易に行うことができなくなります。64 Bit 、 128 Bit の2種類から任意で暗号キーを 
作成します。 


【WPA ( Wi-Fi Protected Access )】 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化するセキュ U ティ機能の一つです。暗号キーは一定時間ごとに 
変わる TKIP を採用しており、 WEP よりも解読されにくくなります。 


[ WPA 2 ( Wi-Fi Protected Access 2)】 

WPA 2 は、 Wi-Fi Alliance が2004年9月に発表した WPA の新しい規格です。米標準技術局 （ NICT ) が 
定めた暗号化標準の 「 AES 」 を採用しており、128〜256 Bit の可変調キーを利用しての強力な暗号化が 
可能です。その他の仕様については WPA とほとんど変わらないので、 WPA と WPA 2 との混在した環境で 
利用できます。 

~^\ セキュリティ設定は、通信相手の機器に合わせて同じ内容の設定を行ってください。 

注意 
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Qcoreqa) 


•ESSID を設定する 

独自の ESSID を設定すると、外部から不正侵入される危険を減少させることができます。 ESSID を設定す 
るには、次の手順を行います。 

1設定画面を起動し、 「 LAN 側設定」一「無線アクセスポイント設定」一「802.1 lb / g 設定」の順に 
選択します。 

2 「 ESSID 」 に設定したい文字列を半角英数字で入力します。 

¢1半角英数記号で最大32文字まで入力できます。 

メモ 

3 [設定]を押します。 

4画面上の[ログアウト]を押します。 

5 本商品に設定した ESSID と同じ文字列を、接続する無線 LAN アダプタに設定します。 

無線 LAN アダプタの ESSID の設定については、ご使用の無線 LAN アダプタの取扱説明書をご 
覧ください。 

• ステルス AP を設定する 

ステルス AP を設定すると、本商品の ESSID を無線 LAN アダプタから検索できなくなります。ステルス AP 
を設定するには、次の手順を行います。 


2 


1設定画面を起動し、 「 LAN 側設定」一「無線アクセスポイント設定」一「802.1 lb / g 設定」の順に 
選択します。 


2 「ステルス AP 」 を「有効」にします。 

3 [設定]を押します。 

4画面上の[ログアウト]を押します。 

7^1本商品と同じ ESSID を設定している無線 LAN アダプタからは、本商品の ESSID を確認するこ 
羯 とができます。 
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Qcoreqa) 


•アクセス制限を設定する 

本商品に接続できる無線 LAN アダプタを、 MAC アドレスで制限することができます。アクセス制限を設定 
するには、次の手順を行います。 

1設定画面を起動し、 「 LAN 側設定」一「無線アクセスポイント設定」一「アクセス制限」の順に選択 
し cK ヨ〇 

2 「無線端末間通信」または「無線一有線間端末通信」を「有効」にし、 「 MAC アドレスフィルタリング」 
を「有効」にします。 

3 下に表示されるクライアントリストに設定したいパソコンにチェックマークをつけます。 

•設定の詳細については「アクセス制限」 （ P .60) をご覧ください。 

• アクセス制限をしたいパソコンがクライアントリストに表示されない場合は、 「 PC データべ一 
ス」 （ P .55) でパソコンを手動で登録してください。 

4 設定が終了したら[設定]を押します。 

5 画面上の[ログアウト]を押します。 


•暗号化設定をする 

無線 LAN の通信内容を暗号化して、傍受されても内容を解析されにくくすることができます。暗号化を設定 
するには、次の手順を行います。 

本商品に暗号化を設定した場合、本商品に接続する無線 LAN アダプタにも同じ暗号化を設定す 
る必要があります。 

■ WEP を設定する 

1設定画面を起動し、 「 LAN 側設定」一「無線アクセスポイント設定」一「802.1 lb / g セキュリティ 
設定」の順に選択します。 

2 認証方式から 「Open System 」 または 「Shared Key 」 を選択します。 

3 暗号方式から 「 WEP 」 を選択します。 

4 暗号化から「64 Bit -16 進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 10桁」、「128 Bit -16 進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 26桁」、 
「64 Bit-ASCII (半角英数記号）5文字」、 ri 28 Bit-ASCII (半角英数記号）13文字」のいずれか 
を選択します。 

5 キ_1〜キ ー4 に手順4で選択した文字数を入力します。 

7^1 • ASCII で入力できる半角英数字は、〇〜9、 a 〜 z 、！” #$ %&’ : @ ~ A 

Ml —{:厂です。 

- ri 28 BitJ を選択した場合は、キ ー1 のみに入力することができます。 

6 設定が終了したら[設定]を押します。 

7 画面上の[ログアウト]を押します。 


び 
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Qcoreqa) 


8 本商品に設定した暗号化の設定と同じ設定を、接続する無線 LAN アダプタに設定します。 

7^無線 LAN アダプタの暗号化の設定は、お使いの無線 LAN アダプタの取扱説明書を ご覧くださ 


■ WPA - PSK を設定する 

1設定画面を起動し、 「 LAN 側設定」一「無線アクセスポイント設定」一「802.1 lb / g セキュリティ 
設定」の順に選択します。 

2 認証方式から 「 WPA / WPA 2- PSK 」 を選択します。 

3 暗号化から「自動 （ AES / TKIP )」、「 TKIP 」、「 AES 」 のいずれかから選択します。 

4 WPA 共有キーの 「 ASCII 文字 （8 〜63文字)」を選択し、入力欄に半角英数字記号で8〜63文字 
人力します。 

"^1 入力できる半角英数字は、〇〜 9、 a 〜 z 、！” #$%&’（）* + ■-，た； <>?@[¥ r A _{:}~ です。 

モ 

5 設定が終了したら[設定]を押します。 

6 画面上の[□グアウト]を押します。 

7本商品に設定した暗号化の設定と同じ設定を、接続する無線 LAN アダプタに設定します。 

無線 LAN アダプタの暗号化の設定は、お使いの無線 LAN アダプタの取扱説明書を ご覧くださ 

い。 

■ WPA 2- PSK を設定する 


メモ 


1設定画面を起動し、 「 LAN 側設定」一「無線アクセスポイント設定」一「802.1 lb / g セキュリティ 
設定」の順に選択します。 

2 認証方式から 「 WPA 2- PSK 」 を選択します。 

3 WPA 共有キーの 「 ASCII 文字 （8 〜63文字)」を選択し、入力欄に半角英数字記号で8〜63文字 
入力します。 

7^1入力できる半角英数字は、〇〜 9、 a 〜 z 、！” #$%&’（）* + _-，た； <>?@[¥ r A _{:}~ です。 

7モ 


4 設定が終了したら[設定]を押します。 

5 画面上の[□グアウト]を押します。 

6本商品に設定した暗号化の設定と同じ設定を、接続する無線 LAN アダプタに設定します。 

_無線 LAN アダプタの暗号化の設定は、お使いの無線 LAN アダプタの取扱説明書を ご覧くださ 

メ'モ い。 
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Qcoreqa) 


ネツトワークゲームをするには 


ネットワークゲームは、ゲームサーパとデータの送受信を行う特定のポートを利用するため、本商品に UPnP 
設定や DMZ 設定などを行う必要があります。 

お使いの回線やプロバイダによっては、ネットワークゲームに対応していない場合があります 
ので、ご注意ください。 

•UPnP に対応しているネットワークゲームの場合 

本商品は UPnP に対応しておりますので、 UPnP に対応したネットワークゲームであれば自動的に本商品の 
設定が行われます。本商品の UPnP の設定は、次の手順を行います。 

1設定画面を起動し、「詳細設定」一 「 UPnP 」 の順に選択します。 

2 「 UPnP を使用する」から「有効」を選択します。 

3 設定が終了したら[設定]を押します。 

4画面上の[ログアウト]を押します。 

. Windows の UPnP (ユニバーサル プラグアンドプレイ）に関するセキュリティの脆弱性が 
発見されています。本商品の UPnP を設定する前に、 Windows の修正プログラムをインス 
卜ールしてください。詳細な設定方法は、 Microsoft にお問い合わせください。 

• UPnP 機能は Windows XP でご使用いただけます。 

•UPnP に対応していないネットワークゲームの場合 

UPnP に対応していないネットワークゲームの場合は、次の手順で設定します。 



メモ 


び 


1設定画面を起動し、「詳細設定」一 「 DMZ 」 の順に選択します。 

2 「 DMZ ホスト」から使用するパソコンを選択します。 

715] 「 DMZ ホスト」に設定したいパソコンが表示されない場合は、 「 PC データベース」 ( P .55) でパ 
眞 I ソコンを手動で登録してください。 

3 設定が終了したら[設定]を押します。 

4画面上の[□グアウト]を押します。 

DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本商品のファイアウォール機能が無効になるため、 
awl セキュリティが弱くなります。 DMZ 機能は、必要な場合のみ有効にして ご 使用ください。 
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音声/ビデオチ ヤツ トなどのツールを使うには 


ここでは代表的なソフトとして、 NetMeeting、MSN Messenger を利用する場合の設定を説明していま 
す。本商品は、 NetMeeting、MSN Messenger ( Ver . 7.0以降）に対応しています。ソフトの使用方法 
は、各ソフトのヘルプやホームページをご覧ください。 

び MSN Messenger 、 NetMeeting は1台のパソコンでのみ使用できます。 

注意 


•NetMeeting 

NetMeeting を使用するには DMZ 機能を使います。次の手順で設定してください。 

1設定画面を起動し、「詳細設定」一 「 DMZ 」 の順に選択します。 

2 「 DMZ ホスト」から使用するパソコンを選択します。 

「 DMZ ホスト」に設定したいパソコンが表示されない場合は、 「 PC データベース」 （ P .55) でパ 
ソコンを手動で登録してください。 


3 設定が終了したら[設定]を押します。 

4画面上の[ログアウト]を押します。 

DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本商品のフアイアウォール機能が無効になるため、 
セキュリティが弱くなります。 DMZ 機能は、必要な場合のみ有効にして ご 使用ください。 

•MSN Messenge 「 (Ve 「 .7.0 以降） 

本商品は UPnP に対応しておりますので 、 Windows XP で MSN Messenger を利用する場合は、自動的 
に本商品の設定が行われます。本商品の UPnP の設定を無効にしている場合は、次の手順で UPnP を有効に 
設定してください。 


2 


B 

メモ 


1設定画面を起動し、「詳細設定」一 「 UPnP 」 の順に選択します。 

2 「 UPnP を使用する」から「有効」を選択します。 

3 設定が終了したら[設定]を押します。 

4画面上の[ログアウト]を押します。 

• MSN Messenger は Ver . 7.5 で動作確認しております。 

.UPnP 対応 MSN Messenger の対応 OS は Windows XP Service Packl ( SP 1) 以降です。 

また 、 Windows 2000で MSN Messenger を利用する場合は DMZ 機能を使います。次の手順で設定し 
て < ださい。 


2 


1設定画面を起動し、「詳細設定」一 「 DMZ 」 の順に選択します。 

2 「 DMZ ホスト」から使用するパソコンを選択します。 

「 DMZ ホスト」に設定したいパソコンが表示されない場合は、 「 PC データベース」 （ P .55) でパ 
ソコンを手動で登録してください。 

3 設定が終了したら[設定]を押します。 



25 
















Qcoreqa) 


4 画面上の[ログアウト]を押します。 

DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本商品のフアイアウォール機能が無効になるため、 
セキュリティが弱くなります。 DMZ 機能は、必要な場合のみ有効にしてご使用ください。 


外音15にサー7 V を公開するには 


•バーチャルサーバを使用する 

ノ（ーチャルサーノ（機能を利用して外部にサーノ（を公開することができます。公開するには次の手順で設定し 
て < ださい。 

1設定画面を起動し、「詳細設定」一「バーチャルサーバ」の順に選択します。 

2 「接続先」からサーバにするパソコンを選択します。 

「接続先」に設定したいパソコンが表示されない場合は、 「 PC データベース」 ( P .55) でバソコ 
ンを手動で登録してください。 


3 お使いの環境に合わせて「サービス」と「プロトコル」を設定します。 

71 ?| 「ポート範囲」は「サービス」で「ユーザ定義」を選択した場合に、任意の数値を入力します。 

4 設定が終了したら[登録]を押します。 

5 画面上の[ログアウト]を押します。 



2 


外部にネットワークカメラ(カメラサーバ)の映像を公開するには 


本商品にネットワークカメラを接続して、撮影した画像をインターネット上に配信することができます。そ 
の場合は、 「 PC データベース」 （ P .55)、 「ダイナミック DNS 」（ P .53)、 「バーチャルサーバ」 （ P .63) な 
どの設定を行う必要があります。 

詳しい解説をホームべージからご覧になることができます。コレガのホームページ ( http :// 
興 I corega . jp /) から「製品情報」一「導入ナビゲーシヨン」の順に選択し、お助けコレガくんシ 
リーズ「ダイナミック DNS 活用ガイド」をご覧ください。 
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マルチ PPPoE で 2 つの接続先を使し、分けるには 


•プ□バイダとフレッツ • スクウェアに接続する 

通常はプ□バイダに接続しますが、 rfletsj のドメイン名が含まれた URL が入力されたときに「フレッツ • 
スクウェア」に自動的に接続させることができます。「フレッツ•スクウェア」を利用するには、「セッショ 
ン2」に設定を行うことで利用可能になります。 

例：通常のプロバイダへの接続設定を「セッション -1 の Account -1」 に、「フレッツ.スクウェア」への 
接続設定を「セッション -2 の Account -2」 に設定する場合 

1通常のプ□バイダの設定を行います。設定画面を起動し、 「 WAN 側設定（インターネット)」を選択 
し、 rPPPoEJ 画面で「セッション -1 設定」を押します。 

2 「セッション選択」は「セッション-1」を選択し、「アカウント選択」は任意のアカウントを選択しま 
す（例として 「 Account - 1」を選択します）。 

3 通常のプ□バイダから通知された内容をユーザ名（接続ユ_ザ_旧)、パスワード（接続パスワード)、 
パスワードの確認に入力し、 「 PPPoE サービス•タイプ」は rPPPoEJ を選択して、[設定]を押し 

9 〇 


4 「再起動してよろしいですか？」と表示されますので [0 K ] を押します。 

5 しばらくすると、本商品の再起動が完了し、「本製品の再起動が完了しました」と表示されますので、 
[0 K ] を押します。 


6 次にフレッツ•スクウェアの設定を行います。再度設定画面を起動します。 

7 「セッション選択」は「セッション-2」を選択し、「アカウント選択」は任意のアカウントを選択しま 
す（例として 「 Account -2」 を選択します）。 

8 「接続ユーザ_ ID 」 と「接続パスワード」は、それぞれ下記の表の内容で入力します。 



NTT 東日本のエリアのお客様 

NTT 西日本のエリアのお客様 

接続 ユーザー ID 

guest@flets 

flets@flets 

接続パスワード 

guest 

flets 


(2006 年9月現在) 

9 「 DNS サーバ」で「自動設定」を選択し[設定]を押します。 

10再度本商品が再起動します。 

11設定画面を起動し、 「 WAN 側設定（インターネット)」を選択し、 「 PPPoE 」 で「接続先設定（セッ 
シヨン2のみ有効)」を押します。 

12「再起動してよろしいですか？」と表示されますので [0 K ] を押します。 

13しばらくすると、本商品の再起動が完了し、「本製品の再起動が完了しました」と表示されますので、 
[0 K ] を押します。 

14「接続アカウント」で 「 Account -2」 を選択します。 

15「ルール選択」で「ドメイン名」を選択し、「ドメイン名」の欄に 「. flets /」 と入力します。 

16 [登録]を押します。 
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詳しくは、 「 PART 2 設定画面を見てみよう」の rPPPoEJ ( P .48) をご覧ください。 

•複数固定 IP サービスを利用するには ( Unnumbered 利用） 

各プ□バイダが提供する複数固定 ip アドレスサービスを利用することにより、プ□バイダから割り当てられ 
た複数のグローバル固定 ip アドレスを本商品および本商品に接続されたパソコンにそれぞれ設定して、サー 
ノ（公開などが可能になります。 


例：本商品の元の設定… IP アドレスが「192.168.1.1」サブネットマスクが「255.255.255.0」 


項目名 

プ□パイダからの情報 

IP アドレス 

XXX . 〇〇〇. □□□. 113〜 XXX . 〇〇〇.□□□.120 

サブネットマスク 

255.25 5.255. ♦♦♦ 

DNS サーバ 

12.34.56.12 


設定するパソコンの IP アドレスを「 XXX . 〇〇〇. □□□.■! 15」と設定したし、場合 

1設定画面を起動し、 「 WAN 側設定（インターネット)」一 rPPPoEJ を選択し、[セッション -1 設定] 
の順に選択します。 

2 「アカウント選択」は任意のアカウントを選択し、「接続ユーザー ID 」 と「接続パスワード」を入力し 
よ9 〇 


3 その他を以下のように設定します。 

• PPPoE サービス.タイプ — 「Unnumbered IP 」 にします 0 

•ルータ IP — 「 XXX .〇〇〇.□□□」14」と入力します（プ□バイダから割り当てられた最初の IP 
アドレスが入ります）。 

•サブネットマスク—「255.255.255.♦♦令」と入力します。 

• DNS サーバ—「マニュアル設定」を選択し、 「 DNS サーバ1」に「12.34.56.12」と入力します。 

4 [設定]を押します。 

5 設定するノ くソコンの固定 IP アドレスを以下のように変更します。 

• IP アドレス—「 XXX .〇〇〇. □□□. 115」（設定したい IP アドレス） 

•サブネットマスク—「255.255.255.♦♦命」 

•デフォルトゲートウェイ—「 XXX .〇〇〇. □□□. 114」（ルータ IP と同じで可） 

•DNS サーバ —n 2.34.56. 12」 

7^1 TCP / IP の変更方法については、本書の「『かんたんスタート』 CD - ROM を使わないでネットワー 
H ク設定するには」 ( P .38) をご覧いただくか、各 0 S の取扱説明書をご覧ください。 


6 本商品の設定画面に再度アクセスする場合は、 Web ブラウザのアドレス欄に入力する IP アドレスを 
「 WAN 側設定（インターネット）」で設定した「 XXX .〇〇〇. □□□. 114」と入力します。 

詳しくは、 「 PART 2 設定画面を見てみよう」の 「 PPPoE 」( P .48) をご覧ください。 

/>f Unnumbered を利用する場合は、 LAN 側のバソコンに固定 IP アドレスを設定する必要がありま 
注意 I す。 


28 















Qcoreqa) 


ダイナミツク DNS を使用して URL で接続するには 


ダイナミック DNS とは、インターネット側からドメインネーム （ URL ) を使用してバーチャルサーバなど 
に接続することができる機能です。ダイナミック DNS を使用するには、次の手順を行ってください。また、 
設定する場合には、本商品に接続したパソコンがインターネットに接続できることが必要となります。 

1設定画面を起動し、 「 WAN 側設定（インターネット)」一「ダイナミック DNS 」 の順に選択します。 

2 ダイナミック DNS サービスに未登録の場合は、 「 corede . net 」 （無料、一部サービスは有料/日本語 
ベージ） 「 DynDNS . org 」 （無料/英語べージ）または 「 IvyNetwork 」 （有料/日本語べージ）を押し' 
ダイナミック DNS サービスに登録します。すでに 「 corede . net 」、「 DynDNS . org 」、「 IvyNetwork 」、 
「@ NetDDNS 」 に登録されている場合は、登録せずに手順3へお進みください。 

•本商品が対応するダイナミック DNS サービスは、 「 corede . net 」、「 DynDNS . org 」、 
「 IvyNetWork 」、「@ NetDDNS 」 のみとなります。 

.「 DynDNS . org 」、「 IvyNetWork 」、「@ NetDDNS 」 が運用するダイナミック DNS サービスにつ 
いては、弊社サポートの対象外となります。 

- r@Net DDNSJ は登録会員のみのサービスとなります。ご利用いただく場合は、あらかじめ 
加入者サボートページよりダイナミック DNS サービスをお申し込みください。 

3 ダイナミック DNS サービスへの登録が完了したら、登録した「□グイン名」、「□グインパスワード」、 
「ドメイン名」を控えておきます。 

4手順2の画面に戻って「ダイナミック DNS 」 から登録したダイナミック DNS サービス名を選択しま 
す。 

5 「□グイン名」、「□グインパスワード」、「ドメイン名」の各欄に、登録した情報を入力します。 

6 設定が終了したら[設定]を押します。 

7 画面上の[ログアウト]を押します。 


2 


以上で設定は終了です。詳しくは、 「 PART 2 設定画面を見てみよう」の「ダイナミック DNS 」（ P .53) を 
ご覧ください。 
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無線アクセスポイントとして使用するには 


アツカ_ネツトワークスやイ_ _アクセス、 NTT などのルータ機能付きモデムをお使いの場合は、本商品の 
) レータ機能を無効にして無線アクセスポイントとしてお使いいただくことができます。 

• ここでご紹介する手順を行なう前に、ルータ機能付きモデムとパソコンのみを接続して、問 
題なく通信ができるかご確認ください。ルータ機能付きモデムの接続および設定方法につい 
ては、お使いのモデムの取扱説明書をご覧ください。 

• 本商品のルータ機能を無効にした場合、本商品の IP アドレスは自動的に H 92.168.1.220」に 
変更されます。 

. 本商品のルータ機能を再び有効にした場合、本商品の IP アドレスは自動的に n 92.168 .1.1J 
に変更されます。 

•「かんたんスタート」 CD - ROM を使って設定する場合 

付属の 「 Q & A 」 で設定方法をご紹介しておりますので、付属の 「 Q & A 」 をご覧ください。 

•設定画面で設定する場合 

1設定画面を起動し、「モード」を押します。 

2 「ルータ機能」を「無効」にします。 

3 設定が終了したら[設定]を押します。 

4 パソコンを再起動します。 

以上で本商品の設定は終了です。 


• 本商品の DHCP サーバ機能を使用してパソコンの IP アドレスを自動取得にしている場合、 
ルータ機能を無効にすると DHCP サーバの機能も停止しますので、 IP アドレスの取得方法を 
変更する必要があります。 


^ -本商品のルータ機能を無効にした場合、本商品の WAN ポートは LAN ポートとして使用でき 

注意 ます。 


び 
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本商品の□グイン名(ユーザ名)、パスワードを変更したいときは 


本商品の□グイン名（ユーザ名）、パスワードは、次の手順で変更できます。 

1設定画面を起動し、「管理」を押します。 

2 「管理者□グイン名」、「管理者□グイン•パスワード」に設定する□グイン名とパスワードを入力しま 
す。 


管理 f HELP 


管理者ログイン名 |root |- 


管理者ログイン•パスワード p .••••• 1 - 






|_ 

IP マスカレート - ■テーブル保持時間 |1〇 fe(10 〜 30 0) 


時間設定 自肋設定 v 

工場出荷時の状態へ戻す 

再起動 1[実行] 



設定保存 pl¥l ~ 


設定読込 |[読込1 

|ファームウ: n ァ更新 


PING テスト 

1 設定"] [Is] 



① 新しく設定するログイン名を入力し 
ます。 

② 新しく設定するパスワードを入力し 
ます。 

③ if 認のため②で入力したパスワード 
を再度入力します。 


④[設定]を押します。 


3 「パスワードの確認」にもう一度新たに設定するパスワードを入力し、[設定]を押します。 
4画面上の[ログアウト]を押します。 
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最新のファームウェアを入手してアップデートしたいときは 


本商品の機能強化のため、予告なくファームウエアのノ（ー ジョンアップを行うことがあります。最新のファー 
ムウエアは弊社のホームぺージ ( http :// corega . jp /) から入手してください。また、設定画面から最新の 
ファームウエアダウン□—ドページに接続することもできます。詳しくは 「 PART 2 設定画面を見てみよう」 
の「ファームウエア更新」 ( P .66) をご覧ください。 


• ファームウエアをアップデートする前に、本商品の設定内容をメモしておいてください。 

• ファームウエアをアップデート中は、他の操作を行ったり、本商品の電源を切ったりしない 
でください。ファームウエアのアップデートに失敗したり、本商品の故障の原因となる場合 
があります。 


^ •更新するファームウエアのバージョンによっては、お客様が更新前に設定されたデータが反 
注意 I 映されない場合があります。 


ここでは 「 C :¥ co 「 ega 」 という名前のフォルダに 「 XXXXXX . xxx 」 というファイルを保存した場合を例と 
して説明します。 

1設定画面を起動し、「管理」を押します。 

2 「ファームウエア更新」を押します。 


管理 


❷| 


管理者ログイン名 


|iroot 


管理者ログイン•パスワード 


パスワードの確認 


IP マスカレー H ■■テープル保持時間 
時間設定 

工場出荷時の状態へ戻す 
再起動 

設定読込 


]^(10〜 300) 


自助設定V 

画 


ffsH 


^ァームウ：！:ア更新 


[] 売込] 


|リモート 


PING テスト 


「ファー厶ウェア更新」を押します。 


3 [参照]を押します。 


管理/フ7—ムウ：！:ア更新 


€ help 


ファームウェア•ファイル ：I 

fwi fwi[Mil 



[参照]を押します。 


4 fC :¥ coregaJ 内の 「 XXXXXX . xxx 」 を選択し、[開く]を押します。 



① 「 XXXXXX . xxx 」 を選択します。 


②[開く]を押します。 
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5 [更新]を押します。 


管理/ファ-ムウエア更新 


HELP 


ファ'~ ムウ エア■ファイル： | C ：¥ corega ¥ XXXXXX.xxx _ 1 [# 照… ] 

p 更 《TI [®si _ 


[更新]を押します。 


6 次の画面が表示されますので、 [0 K ] を押し、ファームウエアのアップデート処理を開始します。 



[0 K ] を押します。 


7 アップデート処理が終了したら、 Init スイッチを使って本商品を工場出荷時の状態に戻してください。 
詳しくは「本商品を工場出荷時の状態に戻すには」 （ P .37) をご覧ください。 

ファームウIアのアップデート後に工場出荷時の状態に戻すには、設定画面からではなく必ず 
本商品背面の Init スイッチを使用してください。 

以上でファームウエアのアップデートは終了です。 


び 


•ファームウエアのアップデートに失敗した 

本商品を工場出荷時の状態に戻してから、再度ファームウエアのアップデートを行ってください。 

本商品を工場出荷時の状態に戻すと、今まで設定していた情報がすべて消えてしまいますので、 
再設定する必要があります。 
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本商品の設定のノ Vックアツプを取る/元に戻すときは 


現在の設定内容をバックアップすると、何らかの原因で設定内容が壊れたりした場合に、保存してあるバッ 
クアップファイルを使用して設定を元に戻すことができます。 


•バックアップを取る 

1設定画面を起動し、「管理」を押します。 
2 「設定保存」の欄の[保存]を押します。 


HELP 


管理者ログイン名 root 

管理者ロク■イン•パスワード . 

パスワードの確認 . 

|ip マスカレートヽテープル保持時間 jio teno ~ 3〇〇) 

時間設定 自助設定 v 

荷時の状態へ戻す |FlFi 

阼棚 『輿行1 

释定贿 卜存 J - 

峥定紐 『謙込1 

—ムゥェァ更新 
[?»ING テスト 


[保存]を押します。 


3 「ファイルのダウンロード」ダイアログボックスが表示されますので、[保存]を押します。 



[保存]を押します。 


4 「名前を付けて保存」のダイアログボックスが表示されますので、保存する場所を指定して[保存]を 
押し、ファイルを保存します。 


以上で本商品の設定内容がノ（ックアツプされました。 
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•元に戻す 

1設定画面を起動し、「管理」を押します。 
2 「設定読込」の欄の[読込]を押します。 


HELP 


管理者ログイン名 root 

管理者ログイン•パスワード •••< 

パスワードの確認 


IP マスカレート••テープル保持時間 10 ~ |^(10~300) 


時間設定 

自助設定 v 

工場出荷時の状態へ戻す 

刚 

再起動 

刚 

設定保存 

[W1 

設定読込 

■読込]- 

1ファームウェア更新 


PING テスト 



[読込]を押します。 


3 次の画面が表示されますので、[参照]を押します。 


[参照]を押します。 


4 「バックアップを取る」で保存したファイルを選択し、[開く]を押します。 


①保存してあるファイルを選択しま 
す。 


②[開く]を押します。 


ファイルの S 択 



鞠 / 設定敲 ©help 


設定 フレ ： r 


glT 


IlSii ] [取消 I gs] 


5 [読込]を押します。 


管理/設定読込 ❷隱 


設定フアイル： [C：¥C0REGA¥wlbargmhcfg.bin 


IfwSlI 


[読込]を押します。 


6 「設定ファイルを読み込みます。よろしいですか？」と表示されますので、 [0 K ] を押します。 
以上で本商品の設定を元に戻すことができました。 
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本商品を再起動するには 


本商品を再起動するには、次のいずれかの手順を行います。本商品の設定を変更した場合には、本商品を再 
起動して設定内容を反映させてください。 

•電源を一度抜く 

AC アダプタの電源プラグを電源コンセントから一度抜き、その後再度差し込みます。 


•設定画面を使う 

1設定画面を起動し、「管理」を押します。 
2 「再起動」の欄の[実行]を押します。 




管理者ログイン名 
管理者ログイン•パスワード 


|l root 


|パスワードの確認 


IP マスカレー ド_ テープ ル保持時間 
時間設定 

荷時の状態へ戻す 

再起動 
設定読込 


¢0 


3^(10 〜 300) 


自助設定 v 

■ I 実行 I - 


画 


p アームウ I ア更新 


國 


モート 


PING テスト 


同 


[実行]を押します。 


3 次の画面が表示されますので、 [0 K ] を押します。 



[0 K ] を押します 


4 「本製品の再起動が終了しました」と表示されますので [0 K ] を押します。 
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本商品を工場出荷時の状態に戻すには 


本商品を工場出荷時の状態に戻すと、今まで設定した情報が初期値に戻ってしまいますので、重要な設定を 
している場合は、設定内容をメモに書き残したり、「本商品の設定のバックアップを取る/元に戻すときは」 
( P .34) を実行し、再設定できるようにしておいてください。本商品を工場出荷時の状態に戻すには、次の 
2つの方法があります。 


• Init スイッチを使う 

1本商品の電源がオンの状態で、背面の Init スイッチを押します。 Init スイッチはクリップなど硬くて細 
いも)ので押してください。 

2 Init スイッチを10秒以上押してから、離します 。 Power LED 以外の LED が消灯します。 

3 Wireless LED が点灯すると本商品が工場出荷状態に戻ります。 


•設定画面を使う 


1設定画面を起動し、「管理」を押します。 

2 「工場出荷時の状態へ戻す」の欄の[実行]を押します。 



HELP 


管理者ログイン名 
管理者ログイン•パスワード 


パスワードの確認 


IP マスカレード•テーブル保持時間 
時間設定 

工場出荷時の状態へ戻す 
再起動 
|設定保存 
設定読込 


3 ^( 1 300 ) 


自助設定 v 


^ 1 - 

画 

一:_ 


|ファームウェア吏新 


|リモート 

PING テスト 


國 


[実行]を押します。 


3 「『工場出荷時の状態へ戻す』を実行しますか？」と表示されますので、 [0 K ] を押すと本商品が工場出 
荷時の状態に戻ります。 




「エ垠出荷 a 寺の状態へ戻す」を実行しますか？ 


OK 1Iキゃン乜卜 ~| 




[ OK ] を押します。 
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r かんたんスタート」 CD_ROM を使わないでネツトワーク設定するには 


付属の「かんたんスタート」 CD - ROM を使わずにネットワーク設定を行う場合は、接続するパソコンの接続 
するパソコンのネットワークの設定が次のようになっている必要があります。確認と設定の方法は、「設定画 
面を起動するには」 （ P .5) をご覧ください。 

_ TCP / IP の設定が IP 自動取得になっていること。 

_ネットワークアダプタが正常に動作していること。 

■簡単な接続方法 

インターネットに接続できるように最小限の設定をします。インターネットへの接続方式はご契約されたプ 
□バイダによって異なります。 

設定用バソコンでウイルス駆除ソフト、ファイアウォールソフトなどのセキュリティソフトが 
起動していると、本商品の設定に失敗することがあります。一時的にセキュリティソフトを停 
止させて本商品の設定を行い、設定作業が終了してから再度起動させてください。セキュリティ 
ソフトの停止、起動の方法は、セキュリティソフトの取扱説明書をご覧ください。 

1設定画面を起動し、「簡単設定」を押します。 


び 


[簡単設定]を押します。 


2 「簡単設定」画面が表示されますので、[次へ]を押します。 


簡単設定 

「 'A 7 へ"！右:！:田丨.中ナ 


簡単設定によってインターネット接続への設定ができます。 

インタ-ネット接続1こ必要な資料を用意して、。 

本製品とモデムが接続されてるのを確認し、「次へ >J ボタンをクリックし 
てください。 



レ人、」こ，川 1 レ不9 〇 


V> ■丨キャンセル1 


(corega> 

株式会社コレガ 

CG-WLBARGMH 


^ CG-WLBARGMH 
hu モード 


インターネット 

ESSIO 

セキュリティ: 


2000/1/1 -9:2:52 


] 簡単設定 I - 

SlU WAN 側設定(イン 5— ネット〉 
a i_l LAN 側設定 
EU 12キュリティ 
111_|詳細設定 
田」 苷理 
由〇ステ—タス 


「ユーザ登録」を押すと、ユーザ登錄をすることができま 
す。ご_入 L ヽた尥、たコレガ製品の登録と、登録した製品 
ユ_ヮ Q S のアップデートなどの情報の確認、またはキャンべーン情 

幸 g をお知らせすることができます。ぜひご利用ください。 


「取扱説明害」を押すと、本製品の操作や機能を詳しく説 
0月して！<、るマニュアルをダウンロードすることができます。 
取扱税明 s バーチャルサーバ やダイナミック DNS などの設定をすると 

ぎはこちらをご賢ください。 


「QandAJ を押すと、よくあるご貢問をご覧Iプょるこ扮、で 
Q and A きます。コレガ製品の設定でお困りの場合には、こちらで 

解決方法を見つIナることができます。 


38 
































Qcoreqa) 


3 「簡単設定 _ インターネット接続 （ WAN 側設定)」が表示されたら、インターネットへの接続方法を選 
択し（通常は「自動」を選択します)、[次へ]を押します。 


簡単 設定•インターネット接続 ( WAN 側 設定） 


インタネット接続への設定を自動判別します。 


インタネットへの接続方法を自動的Iこ判別します。 

WAN 側ボートにケーブ J 碎接続し「次へ >」ポタンをクリックしてください< 
通常は自動を選択してください。 


«ご使用の回線がわが」ましたら「手動」を選び「次へ >J ポダノをクリックしてください 


® 自動 
〇手動 


C 民 'S ) I 次へ 〉I I キャンセル j 


① インターネットへの接続方法を選択 
します。 

② [次へ]を押します。 


〈「自動」を選択した場合〉 

「自動」を選択した場合は、 WAN 側設定を自動で判別します。結果が表示されたら[次へ]を押して 
<ださい。 


簡単 設定 

WAN 側醒を自動判別します 0 

回線の結果が表示さ n たら、「次へ>」ポタンをクリックしてください。 

結果 



回線を判別中です… 

しばらくお待ちく您い… 

PPPOE 接続です》 





1 く戻る|| 、妙 

> |丨キ V ンセル| 


[次へ]を押します。 


〈「手動」を選択した場合〉 

「手動」を選択した場合は、インターネットへの接続タイプを選択し、[次へ]を押して該当する手順 
にしたがって設定を行ってください。 


簡単 設定-インターネット接続 ( WAN 側 設定） 


インターネット接続への設定 (WAN 側設定)をしてください。 

インターネットへの接続方法を選 

〇 IP 自動収得 (DHCP) 

〇 IP 固定設定 

® PPPOE (FLET_S シリーズ） 

L でくだ?1、。 







[ く 戻る| ||次へ 

> | 1キV ン乜ル1 


① インターネットへの接続方法を選択 
します。 

② [次へ]を押します。 


• IP 自動取得 （ DHCP )- Yahoo ! BB、CATV など 

プ□バイダや接続先のネットワーク（ルータ）から IP アドレスが特に指定されていない場合に選択し 
ます。 DHCP 機能を利用して、 IP アドレスが自動的に割り当てられます。 

.IP 固定設定一固定 IP サービスなど 

プ□バイダや接続先のネットワーク（ルータ）から固定 IP アドレスを取得している場合に選択します。 
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⑤[次へ]を押します。 


.PPPoE(FLET_S シリース）ーフレッツ. ADSL、B フレッツなど 

PPPoE と呼ばれる接続手順を使ってインターネットに接続する場合に選択します。プ□バイダより 
ユーザ名とノくスワードが割り当てられます。本商品ではプ□ノ（イダの情報を設定画面に登録すると、「フ 
レッツ接続ツール」などを使用せずに自動的にインターネットに接続できます。 

4接続タイプに応じて各項目を設定します。次の接続方法ごとの説明をご覧いただき、設定を行ったら 
P .42 の手順5へお進みください。 

く 「IP 自動取得 （DHCP) 」の場合〉 

「 IP 自動取得 （ DHCP )」 を選択した場合は、「簡単設定」で設定する項目はありません。 P .42 の手順5 
に進んでください。 

〈「IP 固定設定」の設定項目〉 

この画面は、下の表の入力例を使用した場合の例です。実際にはご使用の環境に合った値を設定して 


項目名 

入力例 

説明 

① WAN 側 IP アドレス 

12.34.56.78 

プ□バイダから指定された IP アドレスを入 
力します。 

②サブネツトマスク 

255.255 .255.0 

プ□バイダから指定されたサブネットマス 
クを入力します。 

③ゲートウェイ 

12.34.56.1 

プ□バイダから指定されたゲートウェイの 
ip アドレスを入力します。 

④ DNS サーバ 1 

12.34 .56.98 

口ーカルに DNS サーバを設置する場合、ま 
たはプロバイダから DNS サーバの IP アド 
レスを提供されている場合に入力します。 


設定が終わったら[次へ]を押します。 


<ださい。 


簡単設定 - 固定 IP アドレス 


インターネット接続への設定を手動でおこなつてください。 

ブ ロノ ^イダ? b ろのデータを元 1 こ設定して從执、 





ブトゥエィ. |__ 1.1 1 






I く戻る||次へ〉| [ キャンセル| 


①②③ S 
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④[次へ]を押します。 
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<「PPPoE ( FLET ' S シリーズ)」の場合〉 

この画面は、下の表の入力例を使用した場合の例です。実際にはご使用の環境に合った値を設定して 
<ださい。 

①接続ユーザ名、接続パスワードを入力し、[次へ]を押します。 


項目名 

入力例 

説明 

①接続ユーザ名 

myname @ isp . ne.jp 

プ□バイダより指定された接続ユーザ名 
を入力します（プ□バイダによって呼び 
方が異なる場合があります)。 

②接続パスワード 

Password 〇2 

プ□バイダより指定された接続パスワー 
ド（プ□バイダによって呼び方が異なる 
場合があります）を入力します。画面上 
では「籲」または「*」で表示されます。 
※入力可能な文字は、半角の英数字、記 
号で25文字までです。 

※厂」および r 」以降に入力した文 
字は保存されません。 

③パスワードの確認 

Password 〇2 

②で入力したノ（スワ_ドを確認のために 
もう一度入力します。画面上では「#」 
または「*」で表示されます。 


②フレッツ_スクウェアをご利用になる場合はご利用地域（「東日本」もしくは「西日本」）を、 
利用しない場合は「利用しない」を選択して[次へ]を押します。 


簡単設定 - PPPoE 2(FLET*S シリーズ） 


ブロ； <：イダからのデータを元に設定してさい, 


フレッツ■スクウエアをご使用する場合は、 
フレッツ■スクウェア I 利用しない’ 


:’利用の地域を選択してぐさい. 


接続ューザ名. 
接続 n •スワード : r 


東日本 
西日本 


c 丨>欠へ> 


E キゃンセル 


①選択します c 


②[次へ]を押します C 


簡単設定 - PPPoE 

ブロパイダ亡挪データを元 I :^定してください。 

ブロバイダ*ち届！<、た設定方法を元 I こ接続ューザ名と接続ノ《スワードを入力してください。 
接サ名： lmyname @ isp . ne.jp | 

接続バスワード： •••••••••• -- 

パスワードの確認：「• . . 


[ <戻 S | | 次へ〉 ] [キャンセル I 


①②③ 
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5 次の画面が表示されますので、[保存]を押します。 



[保存]を押します。 


6 しばらくするとテスト結果が表示されるので、確認してください。パソコン、モデムと本商品の設定、 
接続に問題がなければ、テスト結果の欄に 「0 K 」 と表示されます。 


簡単設定 


設定は完了しました。 


設定内容を保存するには「保存」ボダンをクリッ X てください。 


テスト結果 


接続テストの準備中です... 

あと〇秒お待ちください 
PPPOE セッション -1 接続は通信中 

IP アドレス： xx . x _ xxx.xxx 
サブネットマスク： 255.255.255255 
ゲートウェイ: 58.1.159.233 
DNS サーバ 1: 202.248 .0.42 




役立ててください。 


I 詳しい説明害を入手する II 再試行 J [ 終了 | 


※画面は例です。 


7^1上の画面のように表示されなかった場合は、手順5に戻り、再度テストを行ってください。そ 
MJ れでも正常に終了しなかった場合は、「テストに失敗したときは」（次ページ）をご覧ください。 

7 接続が確認できましたら、[終了]を押して Web ブラウザを終了します。 

• その他の設定項目については、 「PART2 設定画面を見てみよう」 (P.45) をご覧ください。本 
awl 商品のより高度な使用方法については、 「PART1 こんなときにはこの設定」 （P.5) の各項目 
をご覧ください。 

• PPPoE セッションを同時に2つ使用する（マルチ PPPoE) 場合には、「マルチ PPPoE で2つ 
の接続先を使い分けるには」 （P.27) をご覧ください。 
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■テストに失敗したときは 

テスト終了後、テスト結果が次のように表示された場合は、メッセージの内容を確認して、再度ウィザード 
をやり直してください。 


簡単設定 


設定は完了しました。 


設定内容を保存するには「保存」ポケノをクリックしてください« 
テスト結果 


接続テストの準備中です... 

あと渺お待ちください 

PPPOE セッション -1 接続は待俄中です 

PPPOE セッション -2 接続は待榧中です 


接続が正常 I こ行わ n たことを確認してくだ a 、。接続が確認できましたら、「詳 u 、説明害を入手 
する J を押してダウンロードすることをお奨めします。本製品の操作や椴能を詳しく知りたヽときに 
役立ててください。 


詳しい i 兑明著を入手す s |匚再試行 1 1 終了 ] 


※画面は例です。 


上の画面が表示された場合、次のような原因が考えられます。 

_ユーザ名かパスワードの入力を間違えている 
プ□バイダからの契約書類などを確認して、正しく入力してください。 

-モデムと回線が正しく接続されていない 

モデムとスプリッタ、スプリッタとモジュラコンセントなどが正しく接続されているか、確認してくださ 
い。 

•インターネットに接続してみよう 

パソコンと本商品の設定が完了したら、インターネットに接続できるか確認します。 

1本商品に接続したパソコンで 、 Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 

2 Web ブラウザのアドレス入力欄に弊社ホームベージアドレス 「 http :// corega . jp /」 を入力し、キー 
ボードの 「 Enter 」 キーを押します。 

3 ホームページが表示されます。 

ご契約のプロバイダによっては、設定後、インターネットに接続できるようになるまでに、時 
間がかかる場合があります。詳しくは、ご契約のプロバイダにお問い合せください。 

インターネットに接続できなかった場合は、付属の冊子 「 Q & A 」 をご覧ください。 

•他のバソコンを接続するときは 

本商品に接続したいパソコンが他にもある場合は、「設定画面を起動するには」 （ P .5) をご覧いただき、同じ 
手順でノ くソコンの設定を行い、本商品の LAN 側ポートとノ くソコンを LAN ケーブルで接続してください。 

無線での接続方法は、付属の「らくらく導入ガイド」をご覧ください。 


2 
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パソコンの IP アドレスを調べたいときは 


パソコンの IP ァドレスを調べるには、次の方法を行ってください。 Windows 以外の 0 S については、 0 S の 
ヘルプや取扱説明書をご覧ください。 


•Windows XP / 2000の場合 

1「スタート」一「すべてのプログラム 」 （Windows 2000の場合は「プログラム」）一「アクセサリ」 
-「コマンドプロンプト」の順に選択します。 

2 キーボードから 「 ipconfig 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを押します。パソコンの IP アドレスが表示さ 
れます。 


「 ipconfig 」 と入力します。 

※画面例 

「 C:¥Documents and Settings ¥ 
corega 」 の部分は、パソコンの使用 
環境によって表示が異なります。 


Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600] 
(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp. 

C:^Documents and Sett ings¥corega>|ipconf i 


3 IP アドレスを確認します。 


IP アドレスを確認します。 

※正しく表示されない場合は、※正し 
く表示されない場合は、 
「 ipconfig _/ renew 」 と入力して、 
「 Enter 」 キーを押します（■は半角ス 
ぺースを入力します）。 

•Windows Me /98 SE の場合 


Ethernet adapter ローカルエリア接続： 

Connection-speci t ic DNS ouf t ix . 

IP Address. 



H9 人 1K8.1.11 

Subnet Mask . 

Default Gateway . 

255.255 .255.0 
192.168 .1.1 


1「スタート」一「ファイル名を指定して実行」の順に選択します。 


2 「名前」の欄に fwinipcfgj と入力して、 [0 K ] を押します。 

3 パソコンで使用しているネットワークアダプタを選択すると、パソコンの IP アドレスが表示されます。 
正しく表示されない場合は、[解放]を押した後、[書き換え]を押してください。 



① ご使用のネットワークアダプタを選 
択します。 

※実際に表示される名称は、ご使用 
になっているネットワークアダ 
プタ のメー カ、機種によって異 
なります。 

② IP アドレスを確認します。 
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CG-WLBARGMHI 設定画面のトップページです 

—|モー ド] 


ルータ機能と無線アクセスポイント機能を設定します . 

- I 簡単設定 I インターネット接続の設定をウィザード形式で簡単に設定します . 

- IWAN 側設定(インターネット T 1 WAN (インターネット)側の設定をします . 

■ I ダイナ 5 ック DNSI WAN 側から URL を使用してバーチャルサーバなどに接続するときに設定します 
•I パススルー I VPN パススルーなどを設定します . 


[ AINHW 設固 LAN (パソコン)側の設定をします . 

- Ub -^ lP ] 本商品の IP アドレスなどを設定します . 

- IDHCP サーバ/ PC データベース I 

DHCP サーノ（機能の設定や、本商品に接続する LAN 側のノ（ソコンを管理します . 
b 脾線アクセスポイント設定|無線 LAN の設定をします . 


-1802.1 lb / g 設定| 無線 LAN で使用するチャンネルなどを設定します.. 
-[802：! lb / R セキュリティ設定 I 

無線 LAN のセキュリティを設定します . 

無線クライアントのアクセスを制限します . 

I セキュリティ I 本商品のセキュリティを設定します . 

ス麵 本商品を経由するネットワーク全体のアクセスを制限します 
[^ンテンツフ 71 U ¥] アクセス制限したい URL やキーワードを登録します.. 


■[スケジュール]アクセス制限したい時間帯を設定します 


群細設定 I 本商品の高度な機能を設定します . 

U - 1パーチヤルサ _KI WAN 側にサーノ（を公開するときに設定します . 

- [DMZ1 指定した LAN 側のパソコンに、 WAN 側からのすべてのアクセスを可能にします 

- [UPnPl UPnP に関する機能を設定します . 

lUPnP 使用 ^ FI UPnP で使用しているポートを確認できます . 

_ □グイン名やパスワードなどのシステム変更する場合に設定をします . 


- 「ファームウエァ更新1 ファームウエアの更新をします . 

- I リモート I インターネット （ WAN 側）から本商品の設定をしたいときに設定します 
-LPING テスト| PING を使ったテストを行うことができます . 


[Cable Test I 使用しているポートのリンク速度の表示します . 

現在の各種システム情報を表示します . 

□グ情報を表示、書き換えをします . 

DoS アタックが発生した場合、そのログを保存します 


- a テー タス I 
1— L □グ表示| 


r アタック□ク1 

- IDHCP □グ I 本商品の DHCP サ ー J (機能の稼動状況の表示します 
七ンステム□グ I 本商品のアクセス履歴の表示します . 


設定画面を見てみよう 

この PART では、本商品の設定画面について説明します。本商品を使っていて「機能を使いこなしたい」、「設 
定画面の詳しい情報が知りたい」と思ったときは、この PART で項目を探してください。 

設定画面の全体構成について 


67773344 577 890012334455667788888 
44445555 555 556666666666666666666 
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_i CG-WLBARGMH 
i … q モード 
r-_J 簡単設定 

.^3 WAN 側設定(インターネット〉 

[-Q ダイナミック DNS 
•Q バスレー 
BtJ LW 側設定 
hQ ルータ ip 
l-Q DHCPtl ■—バ 
PC データペース 

itJ 無線アク乜スボイント設定 
•C3 802.11 b/g 設定 
-D 802.11 b/g せキュリティ設定 
•Q アクセス制限 
B'tJ セキュリティ 

IJ アクセス制限 
Q コンテンツフィル5 
■U スケジュール 
□ ts 詳細設定 

パーチヤル 
u サーバ 
… Cl DMZ 
B't3 UPnP 

Q UPnP 使用ボート 
B-ta 苷理 

• q ファームウェア更新 
Q リモート 
Q PING テスト 
•〇 Cable Test 
日ステ w タス 
BtJ ロヴ表示 

1-0 アタックロヴ 
j-Q DHCP ログ 
] システムロヴ 


( corefla ) 


インター ネット: Session 1 未铕耪 / Session 2 未接耪 状想 


ESSID : corega 設定 

株式会社コレガ 


セキュリティ ： OpenWEPS 効 設定 

CG-WLBARGMH 

2000/1/1- 9:2:52 

VerXXX 3 最新 ファームウエアの 確雄 3 ログアウト 


ユーサ a 録 

「ユーザ登錄 J を押すと、ユーザ登錄をすることができま 
す。ご賭入いただいたコレガ製品の登録と、登錄した製品 
のアップデートなどの情報の確認、またはキャンべーン情 
報をお矢 D らせすることができます。ぜひご利用ください。 

取扱税明舌 

「取扱説明害」を押すと、本製品の操作や機能を詳しく説 
明しているマニュアルをダウンロードすることができます。 
バーチャルサーバやダイナミック DNS などの設定をすると 
きはこちらをご覧ください。 

Q and A 

「 QandAJ を押すと、よくあるご貢問をご覧1こなることがで 
きます。コレガ製品の設定でお困りの場合には、こちらで 
解決方法を見つ1ナることができます。 


設定画面の各機能 


7^1 • この PART での説明は、例を使用して説明しています。実際にはご使用の環境に合った値を 
Mi 入力してください。 

•画面にある[ログアウト]を押すと、設定画面を終了します。 

•各画面にある [ HELP] を押すと説明が表示されます。 

•各画面の例は、 PPPoE 接続の画面です。 IP 自動取得接続や IP 固定接続では、画面が例と違 
う場合があります。 

• 設定変更を行った場合は、各画面下にある[設定]、[更新]、[登録]のいずれかを押して、設 
定内容を保存してください。 

• CG - WLBARGMH ( トップページ） 

設定画面起動時の画面です。メニューリスト（画面左側）他、インターネットに接続後は[ユーザ登録]、[取 
扱説明書 ]、 [Q and A ] を利用することができます（画面右側）。 


JE 
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•モード 

ここでは、「ルータ機能」または「無線アクセスポイント機能」のモード切替の設定をします。 



モード設定 

HELP 

ルータ提能 



無》アクセスポイント從能 


無锶アクセス有効 - - 

[psi 


① 

② 


項目名 

内容 

①ルータ機能 

本商品をルータとして使うときは「有効」に設定します。 
※工場出荷時は「有効」に設定されています。 

②無線アクセスポイント機能 

本商品を無線アクセスポイントとして使うときは「無線ア 
クセス有効」に設定します。 

※工場出荷時は「無線アクセス有効」に設定されています。 


•簡単設定 

簡単にインターネット接続の設定を行うことができます。設定の詳細については、「『かんたんスタート』 CD - 
ROM を使わないでネットワーク設定するには」 （ P .38) をご覧ください。 

• WAN 側設定(インターネット） 

WAN 側の PPPoE 、 IP 自動取得 ( DHCP ) / IP 固定の設定を行います。設定変更をしたい項目を押してく 
ださい。 


フレッツ -ADSL B フレッツなど 

PPPoE (次べージ） 

Yahoo ! 巳巳、 CATV など 

IP 自動取得 ( DHCP ) / IP 固定 ( P .52) 


7^1本商品は WAN 側の通信方式を選択できます（通常は変更する必要はありません）。変更する際 
m には、次の画面と表をご覧いただき、お使いの環境に合わせて設定してください。 


WAN 側設定 



通伝方式 ,~ r 




© PPPoE 〇 IP 自動取得 ( DHCP )/ IP 固定 


S 


項目名 

内容 

①リンク速度 

本商品と WAN 側に接続する機器間のリンク速度を選択できます。 

② MDI 切替 

本商品の WAN ポートの MDI / MDI - X を切り替えることができます。 
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■ PPPoE …フレッツ • ADS し B フレッツなど 

PPPoE アカウント（インターネットに接続する際に必要な ID ) の設定をします。 


WAN 側設定 


通信方式リンク速度 

V 

MDI 切替 

_ V 


® PPPOE | O IP 自動取得 ( DHCP )/ IP | H 定 


►PPoE 4： HELP 



セッション -1 設定| |セッション -2 設定 H 

Account - 1 


〇 

Account -2 

〇 


Account -3 

〇 

〇 

Account -4 

〇 

〇 

Account -5 

〇 

〇 

未觀 

〇 

〇 

接较先設定 


セッション2のみ有効） 



選択します。 

① 

② 

③ 


項目名 

内容 

① Account - 1〜5 

アカウントの名称を表示します。 

②セッション-1/-2設定 

WAN 側の PPPoE の設定を行います。 

③接続先設定 

(セッション2のみ有効） 

接続アカウントを使用する条件を設定します （ P .51) 。 


• セッション-1八2設定 

PPPoE を使用するときに設定します。設定前にプロバイダより指定された「ユーザ名」（接続ユーザ名)、「パ 
スワード」（接続パスワード）などをご確認ください。 

〈セッション - 1> 


WAN 側設定 


通信方式リンク*度 


MDI 切替 

.自卜 


® PPPoE 


O IP 自動取得 ( DHCP )/ IP 固定 


PPPoE / セツシ3ン -1 設定 一 HELP 
セッション選択を9ション -1 - 


アカウント選択 


パスワードの確認 
接続方法 


無通信時間監視 


PPPoE サービス■タイプ 


サブネットマスク 


格耪状 想： 未接转 
12ツシヨン ID: M.A. 


rwiFU- 


V [設疋 ]_ 


xx ： xx ： xx ： xx ： xx ： xx— 


[BWZOISTBenifty.d 


I 常畤接続 V - 


|[〇 (0 〜60)- 


1114541パイト(576 ~ 1492) 0自動調整- 
[[PPPoE — v . ... 


口. 


iLJ-LJ-LJ-LIh 


I ® 自動設定 〇マニュアル設定_ 


iLJ-LJO-EIh 




U!£il ly 


⑯⑰⑱ 


① 


③ 


⑤ 


⑦ 


⑨ 


⑪ 


⑬ 


⑮ 


② 

④ 

⑥ 

⑧ 

⑩ 

⑫ 

⑭ 
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項目名 

内容 

①セッション選択 

P .48 の画面を表爪させる場合は「セッション-1」を選択します。 

②接続 

ここを押すと、接続します。 

③切断 

ここを押すと、切断します。 

④ アカウント選択 

- 5つのアカウントを登録できます（「セッション〗」で使用したア 
カウントは「セッション2」では使用できません)。 

-アカウントを選択して、⑥〜⑮までの設定を変更し、選択している 
アカウントに保存できます。またアカウント名の右側にある[設定] 
を押すと名称を変更できます。 

⑤ MAC アドレス 

本商品の WAN 側（インターネット側） MAC アドレスを表示します。 

⑥ユーザ名 

プ□バイダ （ ISP ) より指定されたアカウントのユーザ名を入力します。 

⑦パスワード 

プ□バイダより指定されたアカウントのパスワードを入力します。 

⑧パスワードの確認 

確認のため、再度⑦で入力したノ（スワードを入力します。 

⑨ 接続方法 

■常時接続 

常にインターネットへ接続します。何らかの原因で接続が切れた場 
合、自動的に再接続します。 

■卜 U ガ接続 

インターネットへの接続が発生したときに、自動的に PPPoE 接続 
を行います。 

■手動接続 

手動で接続しない限りインターネット接続を行いません。 

⑩無通信時間監視 

プ□バイダのアクセスポイントへの接続後、通信を行わなくなってか 
ら自動切断までの時間（分）を入力します（トリガ接続、手動接続の 
ときのみ)。 

⑪ MTU 値 

右側の「自動調整」にチェックを入れると、 MTU 値が自動的に調整 
されます。「自動調整」のチェックを外すと、576バイトから1492 
バイトの範囲で設定できます。 

⑫ PPPoE サービス • 
タイプ 

使用する PPPoE のサービスタイプを選択してください。 

■ PPPoE (セッション2設定可） 

通常のマルチ PPPoE 接続で通信します。 

■ Unnumbered IP (セッション2使用不可） 

複数のグロ_バル IP u を使用するサービスを利用する際に使用します。 

• ルータ IP とサブネットマスクは、本商品の IP アドレスとして同 
じアドレスが WAN 側/ LAN 側に設定されます。 

_グローバル IP を LAN 側（パソコン側）で使用するときは 、 LAN 
側（パソコン側）でグローバル IP を固定で設定してください。 

■ Unnumbered IP + Private IP (セッション2使用不可） 

複数のグローバル IP とプライべ一卜 IP を同時に使用することが 
できます。 

_ Unnumbered IP 設定に対してルータ IP を設定することで本商 
品のグローバル IP を使って IP マスカレード* 3 機能を使用するこ 
とができます。 

_グローバル IP を LAN 側（パソコン側）で使用する場合は 、 LAN 
側（パソコン側）でグローバル IP を固定で設定してください。 


※ l :グロー バル ip 

インターネットで使用される ip アドレスのことです。グローバル ip アドレスとも呼びます。 

※2 :プライべ一卜 IP 

イントラネットや LAN 組織内で自由に発行できる IP アドレスのことです。プライべ一卜 IP アドレスとも呼び 
ます。 

《3 : IP マスカレード 

グローバル IP を企業などで1つ持ち、複数のパソコンで共有する機能です。企業内で持つプライべ一卜 IP と 
グローバル IP を相互に変換することで実現できます。 
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項目名 

内容 

⑬ ルー タ IP 

プ□バイダから割り当てられた IP アドレスを入力してください（⑫ 
で Unnumbered IP および Unnumbered IP + Private IP を選択し 
た時のみ)。 

⑭サブネットマスク 

プ□バイダから割り当てられたサブネットマスクを入力してください 
(⑫で Unnumbered IP および Unnumbered IP+Private IP を選択 
したときのみ)。 

⑮ DNS サーバ 

プ□ノ（イダから指定された DNS サーノ（の IP アドレスを入力します。 
■自動設定 

D N S サーバの1 P アドレスが自動割り当ての場合に選択します。 
※サーバの値は自動的に設定されます。 

■マニュアル設定 

プ□バイダから DNS サーバの IP アドレスを指定されている場合に 
選択し、 IP アドレスを入力します。 

⑱[設定] 

設定変更をした際、保存するときに押します。 

⑰[取消] 

設定変更を取消したいとき、[設定]を押す前に限り、現在の設定変 
更する前の状態までキャンセルすることができます。 

⑱[戻る] 

「 PPPoE 」 画面に民ります。 


〈セッション -2> 


① 


アカウント選択 

Account-2 v | [ iS 定 | 

|MAC アト■レス |xx ： xx ： xxx<xx：xx 

ーザ名 

myname@isp.ne.jp 

くスヮード •••••••• 

|7 《スワート•の確認 ••••••• 

接続方法 

帘 B 寺招梡 v 

•通信時間監視 ~ 

〇 _ (〇 ~ 60) 

MTU 值 

14541 パイト (576 〜 1 492) 0 自動調整 

■DNS サーバ 

® 自動設定 〇マニュアル設定 

DNS サーバ 1 

□.□.□.口 

|DNS サーパ 2 



[設定丨 I 取;' i] [戻る I 


WAN 側設定 


仲ザ 1リンク連度 

1自勒 V 

MDI 切替 

ISttjil 


® PPPOE 〇 IP 自動取得 ( DHCP)/IP 固定 

PPPoE/ セッシ3ン-2設定 

セッション 選択 |セツション-2 _ - 

播转状態：未接蒺 

セツシ3ン ID : N . A . 

pil ]( W ] 


項目名 

内容 

①セッション選択 

上の画面を表示させるときは「セッション-2」を選択します。 


※その他の項目はセッション1と同じ設定内容です。 
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. 接続先設定 

PPPoE 設定画面で登録した「セッション2」経由で接続するネットワークの設定を行います（例： B フレッ 
ツなど)。 

1「接続先設定（セッション2のみ有効)」を押します。 


Account-3 

〇 II 〇 

|Account-4 

〇 | 〇 

Account-5 

0 [ 〇 

未設定 

〇 


接続先設定 


(セッション2のみ有効） 



押します。 


2 次の画面が表示されますので、各項目を設定してください。 


PPPoE 設定 / 接続先設定 / 追加 t HELP 

接続アカウントI~卜-メイン名^|~^始 IP 終了 P 開始ボート終了ボートプロトコル操作 


接続アカウント 


ルール選択 


ネットワーク 


開始ボート 


終了ボート 


|ブロトコジレ 


|l Account-1 f v I - 


メイン名 


V - 


"lonn.n-n- 

—ILJ. 


C 


」（1〜 65535) - 


|(1 ~ 65535)- 


|[全て aCP/UDP/ICMP) ’ 


① 


⑦ 




② 

④ 

⑥ 


項目名 

内容 

①接続アカウント 

接続するアカウントを選択します。 

②ルール選択 

接続先に使用するルールを選択します。 

③ドメイン名※ 

接続先のドメイン名を入力します。 

例: www.corega.co.jp -►「corega」 
www.flets -►「.flets/」 

④ IP アドレス※ 

接続先の ip アドレスを入力します。 

例： http:// 192.16 8.1 〇 .1— 「192.168 .10J-0」 
ftp://192. 1 68. 1 0. 1と1 92. 1 68. 1 0.2 — 

「192.168 .10 .卜2」 

⑤ネットワーク※ 

接続先のネットワークアドレスを入力します。 

例： http:// 172.1 6.XX.XX — 「172.16.0.0/16」 
ftp:// 192.16 8.10.XX — r 192.16 8.10.0/24」 

⑥開始/終了ポート※ 

接続先の開始および終了ポート番号を入力します。 

例： http://www.corega.cajp— 「80-80」 
ftp://corega.co.jp —「2〇-21」 

⑦プロトコル※ 

使用するプロトコルを選択します。 


※「ルール選択」で選択した項目によっては入力できないことがあります。 
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Qcoreqa) 


■ IP 自動取得 (DHCP) / IP 固定… Yahoo! BB、CATV など 

IP アドレスの自動割り当てまたは、固定 IP を割り当てているプロバイダのみでご使用になれます。 


卜•メイン名 


WAN 側設定 


通信方式 


リンク速度 白®] v 


MDI 切替 『自助— 


I © IP 自動取得 (DHCP)/IP 固定|- 


IP 自動取得 (DHCP)/IP 固定 


為V 


\ 


XX:XX:XX ： XX ： XXJ<X 


® IP 自動取得 (DHCP) (!) IP 固定 

1 


|lcoreea.home 

|「500 ] パィト ¢576〜1500)- 


I® 自動設定〇マニュアル設定— 

~IL|. U IlJ- [LJ - 


101 LjE 


I 設定 1 [； 取消 I I 戻5 I 


選択します c 

① 

——② 


③ 


⑤ 

⑥ 


④ 


項目名 

内容 

① MAC アドレス 

本商品の WAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

②タイプ 

IP アドレスなどを指定されていない場合は、 「 IP 自動取得 （ DHCP ) 
を選択すると、プ□バイダ ( ISP ) などから自動的に IP アドレス、サブ 
ネットマスク、ゲートウェイ、 DNS アドレスなど、インターネットに 
必要な情報を取得します。 

インターネット接続に必要な情報を指定された場合は、手動で設定し 
ます（次の項目は、 「 IP 固定」を選択した場合のみ表示されます)。 

_ WAN 側 IP アドレス 

プ□バイダ OSP ) から割り当てられた IP アドレスを入力します。 

• サブネットマスク 

プ□バイダから割り当てられたサブネットマスクを入力します。 

• デフオルト_ゲートウェイ 

プ□バイダから割り当てられたゲートウェイアドレスを入力します。 

③ドメイン名 

プ□バイダから指定された場合、ドメイン名を入力します（②を選択 
した場合のみ表示されます)。 

④コンピュータ名 

プ□バイダから指定された場合、コンピュータ名を入力します（②を 
選択した場合のみ表示されます)。 

⑤ MTU 値 

576から1500までの範囲で割り当てることができます。接続環境 
に合わせて変更してください。通常は設定する必要がありません。 

⑥ DNS サーバ※ 

プ□ノ（イダから指定された DNS サーノ（の IP アドレスを入力します。 

• 自動設定 

DNS サーバの IP アドレスを知らされていないときや自動割り当て 
の場合に選択します。 

_マニュアル設定 

プロノ（イダより DNS サーバの IP アドレスが指定されている場合に 
選択し、 IP アドレスを 「 DNS サーバ1」、 「 DNS サーバ2」に入 
力します。 


※ ： DNS サーパ 

インターネット上のパソコンの名前であるドメイン名を、住所にあたる IP アドレス （4 つの数字の列）に変換 
するコンピュータのことです。 
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Qcoreqa) 


■ダイナミック DNS ( DDNS ) 

インターネット側から IP アドレスではなく、 URL を使用して LAN 内のバーチャルサーバに接続できるよう 
に設定できます。この機能を使用することによって、ダイナミック IP アドレスのような IP アドレスが固定さ 
れないサービスにも対応します。 


WAN 側設定/ダイナミック DNS HELP 

インターネット彻1力ろドメインネーム ( URL ) を利用して、ノトチャルサー J ぬど1こ接続することがで 

本製品は4棰類のダイナミック DNS サービスを選択してご利用1こなることが可能です。下記ホーム 
ベージより詳細をご確認の上ご利用ください。 

corede.net 無料サービス（一部サービスは有料）。 

コレガが提供するダイナミック DNS サービスです。 

DynDNS.org 無料サービス。登録^ージはこちらです。(英語のみのご案内1プよります） 

ivyNetwork 有料サービス。登録べージはこちらです。（日本語のみのご案内1プよります） 

@Net DDNS ケーブルインターネットサービス r@NetHomeJI こて提供して L 、る DDNS サービスが、 

ど利用ぃ桃ナます。 




CU 













| W 1 |キャンセル| [ M ] 


② 

④ 


項目名 

内容 

①ダイナミック DNS 

ご利用になる DNS サービスを選択します。 

②□グイン名 

DNS サービスに登録した□グイン名を入力します。 

③□グインパスワード 

DNS サービスに登録したノ（スワードを入力します。 

④ドメイン名 

DNS サービスに登録したドメイン名を入力します。必ず取得したド 
メイン名を使用してください。 

⑤ IP チェック時間 

取得したドメイン名と IP アドレスの整合性を指定時間で確認します。 


U PPPoE モードを選択しているときは、アカウントごとに設定できる項目があります。 

メモ 


■パス スルー 

各バケツトをルーティングせずに透過する場合に設定します。 


WAN 側 i 


瓦 


ダイレクト PPPoE 

|有幼 V 

VPN パススルー 

丨 | 有幼 V 

IPv6 プリッジ 

■有幼 V 


_ 

-① 




③ 


「設定| |戻る1 


② 


項目名 

内容 

①ダイレクト PPPoE 

PPPoE パススルーの有効/無効を選択します。 

② VPN パススルー 

VPN パススルーの有効/無効を選択します。 

③ IPv 6 ブリッジ 

IPv 6 ブリツジの有効/無効を選択します。 
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•LAN 側設定 

LAN 側の詳細な設定を行います。 

■ルータ IP 

LAN 側の IP アドレス、サブネットマスク、 URL ホームを設定します。 LAN 側の IP アドレスを変更したい 
feti に p 又疋 してく • / L さし、。 


HELP 


MAC アドレス 




LAN 側 IP アドレス 

192 1.1168 |.]l |.|l |_[ 

サブネットマスク 





UR はーム 



(Hsl fWl _ 



② 

④ 


項目名 

内容 

① MAC アドレス 

本商品の LAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

② LAN 側 IP アドレス* 1 

本商品の LAN 側の IP アドレスを入力します。 IP アドレスの値は「0 
〜255」までの数字と「」（ドット）で入力します。 

※工場出荷時は「192.168.1.1」に設定されています。 

③サブネツトマスク※ 2 

本商品の LAN インタフェース* 3 のサブネットマスクを入力します。 
サブネットマスクの値は「0〜255」までの数字と「」（ドット）で 
人力します。 

※工場出荷時は「255.255.255.0」に設定されています。 

④ URL ホーム 

設定した URL を Web ブラウザのアドレス欄に入力すると、本商品の 
設定ユーティリティのトップページを表示させることができます。 

-アドレスには「」（ドット）を組み込んで3〜24文字以内で設定 
します。 

_「」（ドット）はアドレスの先頭、末尾には使用しないでください。 
※工場出荷時は fcorega . homej に設定されています。 


《1: IP アドレス 

TCP / IP プロトコルを使ったネットワークで、コンピュータを識別するためのアドレスのことです。 
※2:サブネットマスク 

IP アドレスの先頭部分となり、 IP アドレスのネットワーク•アドレス部を増やす方法です。 

《3:インタ フエ ース 

2つのものの間で情報のやりとりを仲介するものです。 
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■ DHCP サーパ/ PC データベース 
• DHCP サーバ 

DHCP サーノ（の設定を変更する場合に各項目の設定をします。 


LAN 側設定 / DHCP サ - 




DHCP サーバ 


有幼 V - 


リース期限港较方法 
リース期限 


P 1 日 lLJ(0-23) 時間 [o_J (0 〜 59) 分- 


DHCP 開始アドレス 
DHCP 終了アト•レス 


[192.168.1 .[21 


1192.168 .1. |50 - 

3511 fW ] \m\ 

PC データペース i help 


パソコン名 IP アドレス タイプ MAC アドレス 

_ 

クラ，ノト 操作 

自動収得 ( DHCP クライアント） I 編集 

your - cmvzs 21645 | 192.168 .1.22 LAN xx ： xx ： xx ： xx ： xx：xx 

Rill 1 再読み秘 | 


① 


③ 


⑤ 


② 

④ 


項目名 

内容 

① DHCP サーバ 

DHCP 機能の有効/無効を選択します。有効にすると自動的にパソ 
コンに IP アドレスを割り振ります。 

② U _ ス期限継続方法 

DHCP サーバでリースされる IP アドレスのリース期限継続方法を選 
択します。期限指定/無期限の指定ができます。 

③リース期限 

DHCP サーバでリースされる IP アドレスのリース期限を指定します。 
※②を期限指定に指定している場合に設定できます。 

④ DHCP 開始アドレス 

D HC P サーバでリース開始の1 P アドレスを入力します。 

※工場出荷時は H 92.168.1.21」で設定されています。 

⑤ DHCP 終了アドレス 

DHCP サーバでリース終了の IP アドレスを入力します。 

※工場出荷時は H 92.168.1.50」で設定されています。 


• PC データベース 

本商品に接続するクライアントパソコンの IP アドレスを登録することができます。 


PC データペース < help 


パソコン名 IP アト•レス 

タイプ MAC ァト•レス ク^!三 1 !. 操作 

your - cmvzs 21645 | 192.168 .1.22 

LMi XX:XX:XX:XX:XX:XX 自動取得 （ DHCP クライアント）集 

Hb 加*! |再読み込み| 



押します。 



PC データベース I 詳細設定 I HELP 


PC リスト 1 しく追加ま fc は S 更や削除を i 亍うこ t*' できます。もし追加したパソコンが接 SSS れていな 
I、場合は、そのパソコンの MAC アドレスを登録してお<£、要があります。 


バソコン名： 


® 自動取得 (DHCP クライアント） 

〇固定取?尋 （DHCP クライアント)： 192.168.1 .r 1 

。固定設定 ( dhcp 範囲以外)： l ].[ ir i.r I 

接続タイプ [LAN v 


MAC アドレス：©自動検索（バソコンが接続されて L 、る状態） 
_〇 mac アドレスは 


[ pc データ追加 q 

— ^ P - 

④ 


データの則除 
⑤ 


] ■戻る| 

⑥ 


① 

② 


③ 


55 






































































Qcoreqa> 


項目名 

内容 

①パソコン名 

クライアントパソコンの「ホスト名」を入力します。 

② IP アドレス 

IP アドレスの取得方法を選択してます。 

■自動取得 （ DHCP クライアント） 

パソコンが DHCP クライアント （ Windows では 「 IP アドレスを 
自動的に取得」）に設定されている場合、本商品はパソコンに IP ア 
ドレスを提供します。 F アドレスは通常変わることはありませんが、 
リース期間に達した場合や、長時間ネットワークから切断していた 
後で再接続した場合に変わることがあります。 

■固定取得 （ DHCP クライアント） 

パソコンが DHCP クライアント （ Windows では 「 IP アドレスを 
自動的に取得」）に設定されている場合、毎回決まった IP アドレス 
を取得したいときに選択します。最後の空欄に1〜254までの任 
意の数字を入力してください。 

■固定設定 （ DHCP 範囲以外） 

パソコンが固定 IP アドレスを使用している場合に選択し、 IP アド 
レスを入力してください。 

※「接続タイプ」は、有線接続しているパソコンは 「 LAN 」 を、無線 
接続しているパソコンは 「 WLAN 」 を選択してください。 

③ MAC アドレス 

MAC アドレスに関するオプシヨンを選択します。 

■自動検索（パソコンが接続されている状態） 

本商品が通信しているパソコンの MAC アドレスを自動取得します。 

ノ（ソコンが LAN に接続されている状態でお使いください。 

■ MAC アドレスは 

パソコンの MAC アドレスを入力します。 MAC アドレスは「ハー 
ドウエアアドレス」や「物理アドレス」、または「ネットワークア 
ダプタアドレス」と呼ばれることがあります。本商品はパソコンを 
個別に認識するために MAC アドレスを使用しますので、入力欄を 
空白にしたままでの使用はできません。 

④ [ PC データ追加] 

本商品の U ストに新しいパソコンを加えます。 MAC アドレス③の「自 
動検索」が選択されている場合、パソコンに 「 Ping 」 を送信して 
取得した MAC アドレスを登録します。 

⑤[データの削除] 

画面上で入力した値をクリアすることができます。 

⑥[戻る] 

「 PC データべース」（上の画面）に民ります。 
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■無線アクセスポイント設定 

無線 LAN のチャンネルや、セキュリティなどの詳細な設定を行います。 

• 802 . 11 g/b 設定 

IEEE 802.1 lg / b 通信の設定を行います。 


無線アケ tz スポイント設定/802.11 b / g 設定- HELP 

——① 

















C9) 



flail fWl 國 



② 

④ 

⑥ 

⑧ 

⑩ 


項目名 

内容 

① ESSID 

無線 LAN に接続する機器を識別するネットワークグループ名です。 
接続する全てのパソコン（無線 LAN アダプタ）に同じ名前を設定し 
て < ださい。 

※工場出荷時は 「 corega 」 に設定されています. 

②モード 

「802.1 lg / b 」 に設定すると 802.1 lb 、802.1 1 g の両方を使用す 
ることができます。 

③チヤンネル 

使用する電波の周波数（無線チャンネル）を選択できます。周辺の電 
波と混信するような場合に変更してみてください。 

④コンブレツシヨン 
モード 

「有効」に設定すると、コンブレツシヨンモードを搭載した無線機器と 
通信時に通信速度を向上させます。 

⑤ IPv 6 マルチキヤスト 
通信 

IPv 6 マルチキャスト通信サービス （4 th メディアなど）を STB と接 
続して使用したい時は「有効」を選択します。 

⑥ステルス AP 

「有効」に設定すると、無線 LAN アダプタを持つパソコンから本商品 
の ESSID を検索されないようにできます。また ESSID を 「 ANY 」 
や空白にしているパソコン（無線 LAN アダプタ）からのアクセスを 
ネ巨否することができます。 

⑦ビーコン間隔 

アクセスポイントが常に発信する、アクセスポイントの情報の入った 
シヨートバケツト（ビーコン）の送信間隔を設定します。 

※工場出荷時は「100」に設定されています。通常は変更する必要 
はありません。 

⑧ RTS しきい値 

有線 LAN から受信したパケットを無線 LAN 側に転送する際に RTS (送 
信要求）バケットが送信されるしきい値を設定します。ここで設定し 
た値を超えるパケットを送信する場合に RTS (送信要求）パケット 
が送られます。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必要 
はありません。 
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項目名 

内容 

⑨パケット分割 
のしきい値 

有線 LAN から受信したパケットを無線 LAN 側に転送する際に分割す 
るときのしきい値を設定します。ここで設定した値を超えるパケット 
が分割されます。 

※バケット長は、偶数で指定してください。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必要 
はありません。 

⑩電波強度 

本商品の電波出力の強度を設定します。 


• 802 . 11 g / b セキュリティ設定 

IEEE 802.1 1 g/b のセキュリティの設定を行います。 


無線アクセスポイント設定/ 802 . 11 b / g セキュリティ設定 


❷, 


認証方式 
暗号方式 
暗号化 
WEP キー 

キー 1 • 

キー2 
キー3 
キー4 

WPA^ 有キー 


lOpen system 

^ - - 


164 Bit - 16通数 tl-9/a-OlO 桁 

16進数 (0~9/a~f) _ 


• ASCII 文字 （8 〜 M 文字） 16進数 （64 文字）_ 


① 


③ 




ブリアノブル•モード [ifti 


⑥ 


セキュリティサーバ RAMJS サ-バ設定 


⑧ 


[設定 j [； 取消 I I戻51 


② 

④ 


⑤ 

⑦ 


項目名 

内容 

①認証方式 

WEP を使用したい時は 「Open System」 または 「Shared Key」 
を、 WPA を使用したい時は 「WPA/WPA2-PSK」 を、 WPA2 だけ 
で使用する場合は 「WPA2-PSK」 を選択します。 

※工場出荷時は 「Open System」 に設定されています。 

②暗号方式 

本商品の暗号方式を設定します。①で選択した認証方式によって、選 
択できる暗号方式も変わります。 

WEP :通信内容を暗号化することにより、通信の解読を防ぎます。 
AES :米国商務省が暗号化標準技術として承認した暗号規格。 

TKIP より強固な暗号化を施すことが可能です。 

TKIP :一定時間ごとに暗号キーを変更する暗号化プロトコルです。 

③暗号化 

WEP の暗号強度を64/128 bit のいずれかに選択できます。 

④ WEP キー 

WEP キー（暗号キー）を入力し、デフォルトキー （1 〜 4) を選択し 
ます。キ_1〜キ_4のそれぞれに、設定する暗号キーを 64bit の場 
合は10桁、 128 bit の場合は26桁の16進数 （0 〜9、 a 〜 f ) で直接 
入力してください。 

⑤ WPA 共有キー 

WPA/WPA2-PSK と WPA2-PSK を選択した場合に 「ASCII 文字 （8 
〜63文字)」を選択し、初回アクセス時に使用する8〜63文字（半 
角英数）の任意の暗号キーを入力します。 
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項目名 

内容 

©DTIM 

DTIM (配信トラフィック_インディケータ_ メッセージ）の通信間 
隔の値を設定します。 

※工場出荷時は「1」に設定されています（通常は変更する必要はあ 
りません)。 

⑦プリアンブル•モード 

通信時のプリアンブル-モードを設定します。 

⑧セキュリティサーバ 

認証方式で WAP2-EAP または WPA/WPA2-EAP を使用する場合 
に RADIUS サーバの設定をします。 


• アクセス制限 

接続を許可する無線クライアントの設定などを行います。 


無線アクセスポイント設定/アクセス制限 


€ help 


無線结末間通信 | 

無線-有線間端末通信有V 


MAC アドレスフィルタリングI無効— 

選択した0イアントのみ接続を許可します 


驟严新た妨ヴノトを許可するには、 


PC データべース ICT クライアントを追力！]してから設定してく 



パソコン名 

IP アドレス 

MAC アドレス 

DHCP 

クライアント 

□ - 1- 

xx：xx：xx：xx：xx：xx 



「設定1 | 取消 7 !障る1 


① 

③ 


② 


項目名 

内容 

①無線端末間通信 

無線端末 （PC などのクライアント）同士の通信を制限します。 

有効：無線端末間の通信を有効にします。 

無効：無線端末間の通信を無効にします。不特定多数の端末がアク 
セスするような環境でプライノ（シーを守ることができます。 

②無線一有線間 
端末通信 

有線端末と無線端末同士の通信を制限します。 

有効：有線無線端末と無線端末間の通信を有効にします。 

無線：有線無線端末と無線端末間の通信を無効にします。不特定多 
数の端末がアクセスするような環境でプライバシーを守るこ 
とができます。 

③ MAC アドレス 
フィルタリング 

選択したクライアント （MAC アドレス）のみ接続を許可します。 

有効：選択したクライアント （MAC アドレス）の接続を許可します。 
無効：すべてのクライアントが接続可能です。 
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Qcoreqa) 


•セキュリティ 


■ e キュリ ティ © HELP 


有幼 V - 


ファイアウォーノレ 


〇セキュリティ高 
©セキュリティ中 
〇セキュリティ低 


IISS] [ 戻 5] 


① 

② 


項目名 

内容 

①ステルスモード 

「無効」を選択すると、インターネット （WAN ) 側から PING U クエ 
スト（通信確認リクエスト）があった場合に応答します。「有効」を 
選択すると PING に応答しなくなります。 

※ PING に応答することによって、インターネット側から本商品の存 
在を確認できます。相手によってはお互いの存在を確認しながらイ 
ンターネット接続を始めるものもありますので、その際には「無効」 
を選択してください。 

②フアイアウオール 

ファイアウォールを通過するバケットのデータを読み取り、内容を判 
断して自動的にポートを開放_閉鎖します。セキュリティが高いほど 
安全ですが、通信速度に影響がでる場合があります。 


■アクセス制限 

LAN に接続されているパソコンから、インターネットへのアクセスの許可または禁止を設定することができ 
よ9 〇 


セキュリティ/アクセス制限設定 


❷ . 


制限する IP アドレス：192.168,1.|_|~|_ I - 
制限するサービス： I ユ'■ザ定！ 〇]- 

ブロトコル： OTCP OUDP - 

制限するポ-卜範囲： 


スケジューリング(スケジュール設定を使用します)：座制限 v - 

f¥ll 

ァクセス制限テーブル(最大1〇まで） 


状態 制限する IP アドレス制限するサービス 

|スケジュール 

■ 

設定されていません 




① 


③ 


⑤ 


② 

④ 


項目名 

内容 

①制限する IP アドレス 

アクセスを制限したいパソコンの IP アドレスを含んだ、 IP アドレス 
の範囲を登録します。 

②制限するサービス 

アクセス制限をするサービスを、登録されているサービスー覧の中か 
ら指定して制限をかけることができます。 

③プロトコル 

制限するサービスが、登録されているサービスー覧にない場合は②で 
「ユーザ定義」を選択し、プ□トコルを選択します。 

④制限するポート範囲 

制限するサービスが、登録されているサービスー覧にない場合は②で 
「ユーザ定義」を選択すると、任意のポ_卜を指定してアクセス制限 
をすることができます。 

⑤スケジュ _U ング（スケ 
ジュール設定を使用します) 

「スケジュール」で指定した時間にアクセス制限をかけることができ 
ます。詳細は「スケジュール」 （P.62) をご覧ください。 
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Qcoreqa) 


■コンテンツフイルタ 

ネットスター株式会社の「インターネット悪質サイトブロックサービス for BB ルータ」を使用して、好ま 
しくないサイトへの接続を自動的にブロックすることができます。本機能の紹介および設定方法は弊社ホー 
ムぺージ （http://corega.jp/) より「コンテンツフィルタリングで安心インターネット」をダウン□—ドし 
てご覧ください。 


セキュリテ "(18 定（コンテンツフィルタ設定好 help 

本椴能は、 NetSTAR 社の URI_ フィルタリングサービス r インターネット悪貢サ仆ブロックサービス forBB ルータ」を利用し 
て、インターネットを利用するときIこ不適切なサイトの聞覧を自動的Iこ制限し、安心してインターネットを利用できるサービス 
です。 

本サ•■ビスは有料サービスとなっております。 

ライセンスご稱入を検討されるお客様13 60日間の無料体験が可能です。 

詳しくは「お手続き@面へ」ボケノをクリックし、詳細情報をご覧ください。 

本视能をご利用の間は、ブラウザの閲覧スビードが低下する埸合が® y ます。あらかじめご了承ください。 


[ お手続き画面へ 11 m 報更新] [ サ - e ; ス ー b 寺 f 亭止丨 


サービス:無効 
有効期限: N/A 

ネットワーク全体のウェブサイトの閲覧レベル:大人 fCTl 
接続機器個別のウェブサイト閲覧レペル:設定なし R5H 


URL 直接入力によるアクセス制限機能〔無料)の使用はこちら 


• URL 直接入力によるアクセス機能 

接続制限をしたい URL を入力し、[登録]をクリックすると、フィルタリストに URL が追加されます。文字 
列を入力すると、その文字列を含む URL がブロックされます。 


URL 直接入力によるアクセス制限機能 C 無料)の使用(毛ちら h 



セキュリティ設定/ URI_ フィルタ設定 



P 明 - |E _I— 

制限する IP アト•レス192.16 81.[3 
[URL またはキーワード ^ 1 - 


URL フィルタ テープ ル(最大10まで） 

| 制限する IP アドレス |制限する URL pfP 



クリックします 


① 

—② 

③ 


項目名 

内容 

①説明 

アクセス制限の説明をつけることができます。 

②制限する IP アドレス 

アクセスを制限したいパソコンの IP アドレスを含んだ、 IP アドレス 
の範囲を登録します。 

③ URL または 
キーワード 

アクセスを制限したい URL やキーワードを登録します。 

例： violence 
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Qcoreqa) 


■スケジュール 

ここで設定した時間帯にアクセス制限を行うことができます。設定した時間帯は「アクセス制限」で指定し 
て実行して < ださい。 


ィ/スケジュール設定 

スケジュール 

名前： 




曜日 

開始時間 ( hh : mm ) 

終了時間 ( hh : mm ) 

毎日 

!□：□ 


「日 BgB 

1□: 口 


月曜日 



火曜日 


- 

水曜日 

口: 口 

ロロ 

木曜日 

ID 口 


金曜日 



土曜日 



f¥ll 


① 

② 


③ 


項目名 

内容 

①名前 

スケジュールに任意の名前を付けることができます。 

②コメント 

任意の説明文を付けることができます。 

③スケジュール 

ここで時間帯を設定します。時間は24時間表記で入力してください。 
■曜日 

制限したい曜日の「開始時間」と「終了時間」に数値を入力してく 
ださい。 

■開始時間 

制限を開始する時間を入力してください。 

■終了時間 

制限を開始する時間を入力してください。 
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Qcoreqa) 


•詳細設定 

■パーチヤルサーパ' 

インターネット （WAN ) 側から LAN 側のパソコンに接続できるように設定できます。設定するときは、次 
の表示された画面で設定を行ってください。 


詳細設定/バーチャル■サーバ HELP 


接続先 




サービス 

ユーザ定表 - 

1 ボこ卜範囲 





ブロトコル 

TCP v ' 

11% 


⑤ 

状態接続先 I サ Hi ス ~ |LANffi ボート |WANlRi^-h P ロトコル 備考操作 


(H] 


② 

④ 


項目名 

内容 

①接続先 

サーバとなるパソコンを選択します。 

②サービス 

使用するサービスを選択します。 

③ポート範囲 

使用するポートの範囲を入力します。「詳細設定」を選択すると、 
WAN 側と LAN 側のポート範囲が入力できます。 

④プロトコル 

使用するプロトコルを設定します。 

⑤備考 

サーノ（の説明を入力します。 

※空欄のままでも使用できます。 


7^1-①の接続先で、サーバとなるパソコンが表示されなし、場合、 pc データベースでサーバとなる 
眞I パソコンを登録する必要があります。登録方法は 「PC データベース」 (P.55) をご覧くださ 

い。 

• パソコンをサーバとして使用するには、パソコン上でサーバソフトを実行している必要があ 
ります。 

• ダイナミック DNS (DDNS) を使用することで、より簡単に WAN 側から LAN 側のサーバに 
接続することができます。 

• 本商品の WAN 側 IP アドレスとポート番号を指定したアクセスは、バーチャルサーバ機能に 
よって指定したパソコンにします。同じ LAN 内で同種類のサーバを使用する場合は、ポート 
番号が重複しないようにしてください。 
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Qcoreqa) 


■ DMZ 

インターネット (WAN) 側から、 LAN 側のパソコンに接続できるように設定できます。「パーチャルサーバ」 
(P.63) を使って接続できない場合に使用してください。 


HELP 


DMZ ^ スト 1|パ y コンを S 折してくだ？い v|i 


{ Mm \ f ® ji ] [ pi ] 



① 


項目名 

内容 

① DMZ ホスト 

インターネットに対してすベての IP サービスを有効とする場合に設 
定します。 DMZ 機能を使用したいバソコンを選択してください。 

例：サーバを公開したり、ネットワ_ク_ゲームなどを使用する場 


DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本商品のファイアウォール機能が無効になるため、 
km \ セキュリティが弱くなります。 DMZ 機能は必要な場合のみ有効にしてご使用ください。 

7^1ダイナミック DNS (DDNS) を使用することで、より簡単に WAN 側から LAN 側のサーバに接 
頸 続することができます。 


■ UPnP 

UPnP 機能を使用する場合に、この項目の設定を行います。 


UPnP 設定 HELP 

① 

UPnP 使用ボート 




(3) 

©アプリケーションで WAN IP を選択する 





WAN の切断梅能を有効にする |有幼 v - 

-⑤ 

ifti ] (in 



② 

④ 


項目名 

内容 

① UPnP 使用ポート 

ここを押すと UPnP で使用しているポートを確認できます。 

② UPnP を使用する 

UPnP の有効/無効を選択します。 

※ UPnP 機能は Windows XP でご使用になれます。 

③アプリケーションで 
WAN IP を選択する 

UPnP 対応アプリケーションで WAN IP を選択する場合に使用します。 

※ 「PPPoE」 での接続設定されている時のみ表示されます。 

④ WAN 側 IP のセツ 
ションを選択する 

手動で UPnP を使用する WAN IP (セッション）を選択する場合に 
使用します。 

※ 「PPPoE」 での接続設定されている時のみ表示されます。 

⑤ WAN の切断機能を 
有効にする 

WAN の切断機能の有効/無効を選択します。有効にすると UPnP 機 
能を使用して WAN (インターネット側）を切断することができます。 

※ 「PPPoE」 での接続設定されている時のみ表示されます。 
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Qcoreqa) 


• UPnP 使用ポート 

UPnP で使用しているポートを確認できます。 



•管理 

本商品の□グイン名やパスワードなどを設定することができます。 


管理1 HELP 

- ① 

管理者ログイン名 (root |- 










ぬ 









\U 







|ファームウェァ更新 

卜 

PING テスト 

[is] 


② 

④ 

⑥ 

⑧ 


項目名 

内容 

①管理者□グイン名 

本商品の管理者用の□グイン名を変更します。設定以降はこの□グイ 
ン名で設定を行います。 

※工場出荷時は 「root」 に設定されています。 

②管理者□グイン_ 

パスワード 

本商品の管理者用のパスワードを設定します。空欄に設定した場合は 
パスワードの入力は必要ありません。 

※工場出荷時は設定されていません。 

③パスワードの確認 

確認のため、再度②で入力したノ V° スワードを入力します。 

④ ip マスカレード- 
テーブル保持時間 

IP マスカレ_ド ， 丁 ーブルの保持時間を設定します。設定時間を長く 
することで、 FTP サーバなどへの長時間の接続に対応します。通常 
のインターネット接続などでは設定する必要はありません。 

⑤時間設定 

自動設定にすると、 NTP サーノ（を検出して自動で時刻を設定します。 
手動設定にすると、「年/月/日」の順に設定します。 

⑥工場出荷時の状態へ 
戻す 

本商品に設定されている内容をすべて工場出荷時の状態に戻します。 
※実行する前に設定内容はメモしておくことをおすすめします。 

⑦再起動 

本商品を再起動します。 

⑧ 設定保存 

現在の設定内容をファイルに保存することができます。 

⑨ 設定読込 

⑧で保存した設定内容を読込みます。 
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Qcoreqa) 


■フ ァーム ウェア更新 

弊社のホームページからダウン□—ドした最新のファームウェアをバソコン内に保存することができます。保 
存したファームウェアの更新方法については、「最新のファームウェアを入手してアップデートしたいときは」 
( P .32) をご覧ください。 



インターネット 

Session 1未格蒺/ Session 2未格 g 吠想 


ESSID 

corega 设定 


セキュリティ 

OpenWEP 無幼 投定 

J 7:27 

VerXXX 

|最藉ファームウェアのログアウト 


help 


ファームウェア■ファイル： [； I#BS 



① 


③ 


② 


④ 


項目名 

内容 

①[最新ファームウエ 
アの確認] 

押すと、今お使いのファームウェアが最新のものかどうかを表示しま 
す。最新でない場合は、[ファ_ムウェアタウンロ _ ドぺ _ ジ へ] を 
押すと、最新のファームウェアに更新できるダウンロードページに自 
動的に接続されます。 

②[参照] 

ダウンロードしたファームウェアの保存先を選択するときに押します。 

③[更新] 

ファームウェアの更新を開始します。 

④[取消] 

ファームウェアの更新を中断します。 


• 更新中は絶対に本商品の電源を切らないでください。 

•更新中にブラウザの操作をすると、ファームウエアの更新は中断されます。 

■ ij モート 

インターネット （ WAN ) 側から本商品の設定をする場合に、あらかじめこの設定をしておきます。 


管理/リモート 


HELP 


リモート設定 
ボート 


|| 無幼 - 

_ K 1 - 9600) 

[psl fW](Isl 


① 

② 


項目名 

内容 

①リモート設定 

リモート設定を有効/無効に設定します。有効にすると WAN 側から 
本商品の設定を可能にします。 

②ポート 

1〜9600の範囲でポート番号を入力してください。 

※工場出荷時は8080です。 


■^1 • リモート機能で設定したポート番号は、バーチャルサーバなどでは使用できません。 

翔 •インターネット側 （ WAN 側）から接続する際は、次の例のように IP アドレスの後ろにポート 
番号を指定します。 

例： http://XX.XX.XX.XX.XX : □□ 

1 --ポ—卜番号 

本商品の WAN 側の IP アドレス 

. ダイナミック DNS (DDNS) を使用することで、より簡単に WAN 側から LAN 側のサーバに 
接続することができます。 
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Qcoreqa) 


■ PING テスト 

本商品に接続しているほかのパソコンが、通信可能な状態かどうか確認するためのテストをします。 


管理 f PING テスト © HELP 


宛先アドレス： 

IM ] — 


※結果の表示Iこは数秒から十数秒か⑽ます 


宛先 


実行結果 

未実行 


① 

② 


項目名 

内容 

①宛先アドレス 

テストを実行するパソコンの IP アドレスを入力します。 

②[実行] 

①で IP アドレスを入力後、[実行]を押すと PING テストを開始しま 
す。テスト結果は「実行結果」の欄に表示されます。 


■ Cable Test 

使用しているポートのリンク速度を表示します。 


管理/ケーブルテスト 

ポート 

D ンクタイブ 


WAN 

未接続 

|詳細《報| 

LAN1 lOOFull 

|詳細楢報| 

LAN2 

未接続 

|詳細悄報| 

LAN3 未接続 

|詳細情報| 

LAM 未接続 

|詳細情報| 

「 Refresh | 



項目名 

内容 

①詳細情報 

ケーブルテストの詳しい内容が表示されます。 
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Qcoreqa) 


•ステータス 



ステ-タス❷ 

HELP 

i ファームウェア•パージ 

Ver 2.00 


システム稼動時間 

48分55秒 



MAC アドレス： 

xx ： xx ： xx ： xx ： xx：xx 


サブネットマスク 

255.255 .255.0 

LAN 状態 

IP アドレス 

DHCP 

192.168 .1.1 
有効 


DHCP 開始アドレス： 

192.168 .1.21 


DHCP 終了アト•レス： 

192.168.1.50 


MAC アドレス： 

XX : XX : XX : XX : XX:XX 


モート-: 

802.11 b/g 

無線状態 

セキュリティ 

Open WEP 無効 

チヤンネジレ 

6 


ESSID 

corega 


状態 

無線アクセス有効 


MAC アドレス 

xx ： xx ： xxx <； xx：xx 


WAN 1: 

PPPOE 


アカウント 

Account -1 

WAN 状態 

状態 

未接続 


WAN 2 

PPPOE 


アカウント 

未設定です 


状態 

未接続 


画 


■□グ表示 

本体のログ情報を表示します。[更新]を押すことで最新の情報に書き換えられます。 

• アタック□グ 

DoS アタック*が発生した際に、そのログを保存します。 

※ DoS アタック 

インターネットにつながっているパソコンやルータなどに大量の不正なデータを送り、使用不能にさせる不正アクセス 
の1つです。 

•DHCP □グ 

本商品の DHCP サーノ（機能の稼動状況を表示します。 

• システム□グ 

本商品へのアクセス履歴などを表示します。 
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Ccoreqa) 


MAC アドレスについて 


ご契約されているプ□バイダやインターネットサービスによっては、インターネットに接続できる機器を事 
前に申請する必要があります。その場合、 ADSL モデムなどに直接接続するネットワーク機器（本商品も含 
むパソコンなど）の MAC アドレスをプ□バイダに事前申請してください。 

本商品の MAC アドレスは本体底面に記載されております。 

LAN 側の MAC アドレスについては、設定画面の「ステータス」 （P.68) で確認できます。 


おことわ0 


•本書は、株式会社コレガが作成したもので、全ての榷利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書の一 
部または全部をコピーすることを禁じます。 

_予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

-改良のため商品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてく 
ださい。 

本商品は国内仕様となっており、外国の規格などには準拠しておりません。日本国外で使用された場合、弊 
社ではいかなる責任も負いかねます。 


Copyright© 2006株式会社コレガ 
corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

フレッツは、東日本電信電話株式会社および西日本電信電話株式会社の登録商標です。 

その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカの商標または登録商標です。 

2006年5月 初版 
2006年9月第二版 
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